
二
〇
一
三
年
八
月
二
七
日
〜
九
月
四
日
、
水
間
大
輔
・
柿
沼
陽
平
・

猪
原
達
生
・
峰
雪
幸
人
の
四
名
は
、
秦
嶺
山
脈
西
部

(

現
陝
西
省
・
甘

粛
省)

の
交
通
路
と
そ
の
周
辺
の
秦
漢
三
国
時
代
遺
址
を
視
察
し
た
。

秦
嶺
山
脈
は
乾
燥
地
帯

(

華
北)

と
湿
潤
地
帯

(
華
中
・
華
南)

の
境

界
線

(

所
謂
秦
嶺
・
淮
河
線)

に
あ
た
り
、
三
国
時
代
に
は
秦
嶺
・
淮

河
線
の
ほ
ぼ
北
を
曹
魏
が
、
ほ
ぼ
南
を
孫
呉
と
蜀
漢
が
占
め
た
。
西
安
―

秦
嶺
山
脈
―
漢
中
を
結
ぶ
唐
代
以
前
の
主
要
幹
線
に
は
、
東
か
ら
子
午

道
・
駱
谷
道
・
褒
斜
道
・
漢
中
秦
川
駅
道

(

＝
陳
倉
道
、
嘉
陵
道)
の

四
本
が
あ
り
、
そ
の
ほ
か
に
漢
中
か
ら
秦
嶺
山
脈
を
西
へ
迂
回
し
、
略

陽
・
西
和
・
祁
山
を
経
て
天
水
に
出
る
祁
山
道
な
ど
も
あ
る
。
厳
耕
望

氏
は
上
記
諸
道
に
つ
い
て
こ
う
概
説
し
て
い
る

(

１)

。

①
子
午
道
は
前
漢
時
代
以
来
の
道
で
、
険
阻
な
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
蜀

漢
の
北
伐
時
に
は
魏
延
が
子
午
道
を
通
っ
て
長
安
を
攻
撃
す
る
計
画

を
立
て
た
が
、
諸
葛
亮
に
却
下
さ
れ
た
。
唐
初
に
は
駅
道
が
設
置
さ

れ
、
玄
奘
も
こ
の
子
午
道
を
経
て
入
蜀
し
て
い
る
。

②
駱
谷
道
は
曹
爽
が
曹
魏
・
正
始
五
年

(

二
四
四
年)

の
蜀
漢
討
伐
時

に
通
過
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
蜀
漢
・
姜
維
の
北
伐
や
、
曹
魏
・

鍾
会
の
入
蜀
時
に
も
利
用
さ
れ
た
。
唐
代
に
は
駅
道
が
設
け
ら
れ
、

徳
宗
に
よ
る
興
元
府

(

漢
中)

へ
の
行
幸
時
や
、
僖
宗
の
西
行
時
に

も
利
用
さ
れ
た
。

③
褒
斜
道
は
四
道
中
最
古
の
戦
国
以
来
の
道
で
、
一
部
に
桟
道
を
ふ
く

む
険
阻
な
道
で
あ
り
、
後
漢
時
代
に
多
用
さ
れ
た
。
後
漢
末
に
な
る

と
、
漢
中
の
張
魯
政
権
が
褒
斜
道
の
交
通
を
遮
断
し
た
が
、
の
ち
に

張
魯
が
敗
れ
る
と
、
ふ
た
た
び
多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
諸
葛

亮
の
第
一
次
北
伐
で
は
趙
雲
ら
の
陽
動
部
隊
が
褒
斜
道
を
行
軍
し
、

第
五
次
北
伐
で
は
褒
斜
道
を
経
て
五
丈
原
に
駐
屯
し
た
。
さ
ら
に
曹

魏
の
曹
真
が
蜀
漢
を
攻
め
た
時
も
褒
斜
道
を
通
過
し
て
い
る
。
以
上

の
東
晉
成
立
以
前
の
褒
斜
道
を
一
般
に

｢

褒
斜
旧
道｣

と
よ
ぶ
。
一
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方
、
北
魏
時
代
に
は
梁
泉
県
―
武
休
関
間
の
道
が
新
た
に
開
鑿
さ
れ

た
(

い
わ
ゆ
る
褒
斜
新
道)

。
こ
れ
以
降
、
陳
倉
道
沿
い
に
宝
鶏
県

か
ら
梁
泉
県
へ
南
下
し
、
そ
こ
か
ら
褒
斜
新
道
沿
い
に
武
休
関
に
南

下
し
、
最
後
に
褒
斜
旧
道
沿
い
に
武
休
関
か
ら
漢
中
に
出
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
唐
代
以
降
は
こ
の
道
が
一
般
に

｢

褒
斜
道｣

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
唐
代
に
は
玄
宗
が
蜀
へ
逃
れ
た
時
に
褒

斜
新
道
を
通
り
、
徳
宗
・
僖
宗
も
帰
路
に
褒
斜
新
道
を
用
い
て
い
る
。

④
漢
中
秦
川
駅
道

(

＝
陳
倉
道)

は
嘉
陵
江
沿
い
に
あ
り
、
嘉
陵
道
と

も
よ
ば
れ
る
。
曹
操
の
張
魯
征
伐
時
や
諸
葛
亮
の
第
二
次
北
伐
時

(

陳
倉
へ
出
撃
時)

に
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

以
上
が
厳
耕
望
説
の
概
略
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
秦
嶺
山
脈
に
は
史
上
著
名
な
交
通
路
が
四
本
あ
り
、
こ

の
他
に
細
い
数
本
の
道
や
、
さ
ら
に
西
方
に
祁
山
道
な
ど
が
あ
る
。
ま

た
後
述
す
る
よ
う
に
、
周
辺
に
は
秦
漢
三
国
時
代
の
遺
址
も
点
在
す
る
。

と
く
に
秦
漢
交
代
期
に
は
劉
邦
が
漢
中
に
封
ぜ
ら
れ
、
そ
の
後
、
三
秦

方
面
へ
出
撃
し
て
お
り

(

２)

、
そ
の
周
辺
に
は
関
連
遺
址
も
散
見
す
る
。
三

国
時
代
に
お
い
て
も
蜀
漢
と
曹
魏
が
当
該
地
域
周
辺
を
争
っ
た
こ
と
で

知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
仇
池
政
権
は
、
秦
嶺
山
脈
を
迂
廻
す
る
諸
道
を
お

さ
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
南
北
朝
期
に
半
独
立
勢
力
を
保
持
し
て
い
る

(

３)

。

こ
れ
ら
の
詳
細
は

『

史
記』

・『

漢
書』

・『

後
漢
書』

・『

三
国
志』

・『

華

陽
国
志』

・『

晉
書』

等
に
み
え
る
が
、
当
時
の
人
び
と
が
ど
の
道
を
い

か
な
る
理
由
で
選
択
し
、
そ
れ
が
戦
略
上
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
た

か
は
、
机
上
で
文
字
史
料
を
読
む
だ
け
で
は
理
解
し
が
た
い
と
こ
ろ
も

あ
る
。
そ
こ
で
、
本
調
査
で
は
と
く
に
秦
嶺
山
脈
西
部
の
交
通
路
と
秦

漢
三
国
遺
址
を
可
能
な
か
ぎ
り
視
察
し
た
。
具
体
的
に
い
う
と
、
ま
ず

西
安
か
ら
太
白
県
ま
で
は
省
道
二
一
〇
号
線
を
通
り
、
太
白
県
か
ら
漢

中
ま
で
は
褒
斜
旧
道
を
通
っ
て
南
下
し
、
漢
中
周
辺
の
関
連
遺
址
等
を

視
察
し
た
。
そ
の
後
、
今
度
は
漢
中
か
ら
北
上
し
た
。
そ
の
際
に
漢
中

か
ら
略
陽
ま
で
は
陳
倉
道
、
略
陽
か
ら
天
水
ま
で
は
祁
山
道
に
極
力
沿
っ

て
移
動
し
た

(

４)

。
そ
し
て
天
水
を
視
察
後
、
最
後
に
東
進
し
て
宝
鶏
を
経

由
し
、
西
安
に
戻
っ
た
。
以
下
、
旅
程
順
に
詳
細
を
説
明
す
る
。
な
お

移
動
は
基
本
的
に
四
輪
自
動
車
に
よ
っ
た
。
ま
た
本
稿
で
示
し
た
遺
址

の
位
置

(

緯
度
・
経
度
・
海
抜)

は�����������

上
で
衛
星
写
真
を

目
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
七
年
以
降

中
国
で
外
国
人
が
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
使
用
す
る
こ
と
は
事
実
上
禁
止
さ
れ
て
お

り
、
現
地
で
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
用
い
て
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
た

め
で
あ
る

(

５)

。
さ
ら
に
、
本
稿
末
尾
に
は
厳
耕
望
説
を
も
と
に
地
図
を
附

し
た
の
で
、
適
宜
参
照
さ
れ
た
い
。

八
月
二
七
日

(

火)

水
間
は
二
四
日
に
山
東
省
青
島
よ
り
一
一
時
五
〇
分
発
の
Ｅ
Ｕ
六
八

三
六
便
で
西
安
に
到
着
。
柿
沼
・
峰
雪
・
猪
原
の
三
名
は
二
七
日
に
各
々

Ｊ
Ｌ
八
六
三
便

(

成
田
空
港
発)

・
Ｎ
Ｈ
九
〇
五
便

(

成
田
空
港
発)

、

Ｃ
Ａ
一
六
二
便

(

関
西
国
際
空
港
発)

で
北
京
に
到
着
。
と
も
に
一
七

時
一
〇
分
発
の
Ｍ
Ｕ
二
一
〇
四
便
で
西
安
に
到
着
。
西
安
市
内
の
西
安

城
市
酒
店
で
宿
泊
。
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八
月
二
八
日

(

水)
八
時
四
〇
分
、
西
安
城
市
酒
店
を
出
発
。
九
時
二
五
分
、
西
安
市
未

央
区
三
橋
か
ら
西
宝
高
速
に
の
り
、
宝
鶏
方
面
へ
西
進
し
た
。
唐
代
に

は
西
宝
高
速
の
や
や
北
側
に
主
要
幹
線
が
あ
り
、
そ
れ
は
武
功
県
・
扶

風
県
・
鳳
翔
県
・�
陽
県
・�
源
県
へ
西
進
し
、
そ
こ
か
ら
上�
県

(

現
在
の
天
水
市)
に
向
か
う
も
の
で
あ
っ
た

(

６)

。
本
調
査
後
半
に
訪
れ

た
街
亭
は
こ
の
道
沿
い
に
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
道
を
通
っ
た
場
合
さ

ら
に
時
間
を
要
す
る
た
め
、
本
日
は
西
宝
高
速
を
通
っ
た
。
当
初
は
そ

の
後
、
五
丈
原

(

後
述)

を
視
察
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
断
続
的
豪

雨
の
た
め
、
予
定
を
変
更
し
て
宝
鶏
市
付
近
を
見
学
し
た
。
宝
鶏
市
は

か
つ
て
の
陳
倉
県
に
あ
た
る
。
陳
倉
は
も
と
陳
宝
と
よ
ば
れ
、
そ
の
古

城
の
起
源
が
い
つ
な
の
か
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が

(

７)

、｢

陳
倉｣

の
地

名
自
体
は
少
な
く
と
も
統
一
秦
に
遡
る

(

８)

。
そ
の
後
、
唐
・
至
徳
二
年

(

七
五
七
年)

に
陳
倉
県
は
宝
鶏
県
へ
改
称
さ
れ
た
。
陳
倉
・
宝
鶏
と

い
う
地
名
の
由
来
や
、
陳
倉
が
の
ち
に
宝
鶏
へ
改
名
さ
れ
た
理
由
に
は

諸
説
あ
る

(

９)

。

一
一
時
五
五
分
頃
、
代
家
湾
村
に
到
着
。
陳
倉
古
城
付
近
を
見
学
。

陳
倉
古
城
は
上
城
・
下
城
に
わ
か
れ
、
上
城
は
戦
国
秦
の
文
公
が
築
き
、

下
城
は
曹
魏
の�
昭
が
太
和
年
間

(

二
二
七
〜
二
三
二
年)

に
築
い
た

と
伝
わ
る

(�)

。『

三
国
志』

等
に
よ
る
と
後
漢
三
国
時
代
の
陳
倉
は
交
通

の
要
衝
で
、
曹
操
や
夏
侯
淵
は
長
安
か
ら
散
関
や
祁
山
へ
出
る
際
に
陳

倉
を
通
過
し
た

(�)

。
ま
た
所
謂
陳
倉
下
城
は
堅
城
で
、
諸
葛
亮
は
第
二
次

北
伐
の
と
き
、
二
〇
余
日
間
も
雲
梯
・
衝
車
・
地
突
等
の
方
法
を
用
い

て
攻
め
た
て
た
が
、
落
と
せ
な
か
っ
た

(�)

。
陳
倉
古
城
遺
址
は
現
存
す
る

ら
し
く
、
写
真
を
撮
影
し
た
研
究
者
も
い
る
が

(�)

、
我
々
は
遺
址
を
発
見

で
き
な
か
っ
た
。
一
九
三
七
年
以
来
調
査
さ
れ
た
闘
鶏
台
溝
東
区
墓
葬

(

陜
西
省
宝
鶏
県
城
東
南
約
一
〇
キ
ロ)

は
秦
代
陳
倉
城

(

つ
ま
り
陳

倉
上
城)

の
故
地
と
も
い
わ
れ

(�)

、
他
に
も
付
近
か
ら
は
一
九
八
三
年
に

秦
漢
時
代
の
房
址
四
座
や
灰
坑
・
地
穴
一
七
五
ヶ
所
が
発
掘
さ
れ
、
陶

器
・
銅
器
・
印
章
・
封
泥
等
も
出
土
し
た

(�)

。
ま
た
宝
鶏
県
東
北
約
三
〇

キ
ロ
の
武
城
鎮
の
千
河
周
辺
に
は
石
鼻
城
も
あ
り
、
諸
葛
亮
が�
昭
を

防
ぐ
た
め
に
築
城
し
た
も
の
と
も
い
わ
れ
る

(�)

。
し
か
し
石
鼻
城
の
遺
構

等
も
見
つ
か
ら
ず
、
九
月
三
日
に
再
視
察
す
る
こ
と
と
し
た
。
詳
細
は

九
月
三
日
の
条
参
照
。

一
四
時
頃
、
西
安
市
か
ら
約
二
時
間
か
け
て
宝
鶏
市
の
中
心
部
に
到

着
。
宝
鶏
市
民
俗
博
物
館
を
見
学
。
当
地
に
は
も
と
も
と
宝
鶏
青
銅
器

博
物
館
が
あ
っ
た
が
、
宝
鶏
青
銅
器
博
物
館
は
二
〇
一
〇
年
に
別
の
場

所
へ
移
転
し
、
宝
鶏
青
銅
器
博
物
館
の
跡
地
に
宝
鶏
市
民
俗
博
物
館
が

置
か
れ
た
。
宝
鶏
市
民
俗
博
物
館
で
は
二
〇
〜
二
一
世
紀
の
宝
鶏
市
の

民
俗
を
紹
介
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
宝
鶏
青
銅
器
博
物
館
も
見
学
し
、

売
店
で
資
料
を
収
集
し
た
。
一
八
時
頃
、
宝
鶏
市
白
雲
賓
館
に
到
着
。

八
月
二
九
日

(

木)

七
時
四
五
分
、
大
散
関
へ
向
け
て
出
発
。
宝
鶏
〜
大
散
関
の
道
は
三

国
時
代
の
陳
倉
道
で
、
本
稿
冒
頭
で
挙
げ
た
厳
耕
望
説
に
み
ら
れ
る
と
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お
り
、
曹
操
の
張
魯
征
伐
時
や
諸
葛
亮
の
第
二
次
北
伐
時
に
利
用
さ
れ

た
。
約
一
時
間
後
に
大
散
関

(

北
緯
三
四
度
一
六
分
一
七
・
二
三
秒
、

東
経
一
〇
七
度
〇
分
三
六
・
三
一
秒
、
海
抜
八
七
六
メ
ー
ト
ル
。
省
級

文
物
保
護
単
位
。
写
真
１)

へ
到
着
。
大
散
関
は
宝
鶏
市
南
大
散
嶺
上

に
位
置
す
る
。｢
散
關｣

の
名
の
由
来
に
関
し
て
は
、
西
周
時
代
散
国

の
関
所
と
す
る
説
、
狭
隘
な
場
所
が
開
け
る
意
の

｢

散｣

と
す
る
説
、

西
周
文
王
を
救
っ
た
散
宜
生
が
封
建
さ
れ
た
と
す
る
説

(�)
、
現
地
を
流
れ

る
散
谷
水
に
よ
る
と
す
る
説
が
あ
る

(�)
。
古
代
散
関
の
位
置
に
は
諸
説
あ

り
、
現
在
と
同
じ
大
散
嶺
上
と
す
る
説

(�)
、
現
在
と
は
異
な
る
場
所
に
あ
っ

た
と
す
る
説
が
あ
る

(�)
。
後
説
の
例
と
し
て
た
と
え
ば
李
仲
操
氏
は
、
漢

代
に
は
益
門
鎮
付
近
に
、
南
北
朝
期
に
は
益
門
鎮
〜
観
音
堂
間
に
、
唐

代
に
は
観
音
堂
西
に
あ
っ
た
と
す
る
。
そ
し
て
金
軍
が
宋
軍
と
対
峙
し

た
際
に
、
新
た
に
二
里
関
を
設
置
し
、
明
代
に
二
里
関
が
散
関
と
よ
ば

れ
、
清
・
嘉
慶
年
間

(

一
七
九
六
〜
一
八
二
〇
年)
に
そ
こ
に

｢

古
大

散
関｣

碑
が
建
て
ら
れ
た
と
す
る

(�)
。
現
在
は
観
光
地
化
さ
れ
、
関
の
城

壁
等
は
復
元
済
で
、
入
口
に
は
郭
沫
若
揮
毫
の

｢

大
散
関｣
の
扁
額
も

あ
っ
た
。
階
段
を
登
る
と
、
復
原
さ
れ
た
烽
火
台(

海
抜
約
九
〇
〇
メ
ー

ト
ル)

も
あ
っ
た
。
烽
火
台
の
上
か
ら
風
景
を
望
む
と
、
東
西
に
山
々

が
連
な
り
、
そ
の
谷
間
に
大
散
関
が
位
置
す
る
こ
と
、
谷
間
に
川
・
道

路
・
鉄
道
が
あ
る
こ
と
が
看
取
で
き
た
。
な
お
漢
中
争
奪
戦
時
に
散
関

を
訪
れ
た
曹
操
は
、
散
関
の
険
阻
さ
を
歌
っ
た

｢

秋
胡
行｣

を
作
っ
て

い
る

(�)

。
九
時
四
五
分
、
大
散
関
を
出
発
。
以
後
、
度
々
の
通
行
止
め
に
遭
い
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な
が
ら
、
漢
中
を
目
指
し
た
。
ま
ず
宝
鶏
の
市
街
地
に
戻
っ
て
か
ら
省

道
二
一
〇
号
線
を
南
下
し
た
。
し
か
し
、
交
通
事
故
等
の
通
行
止
め
で

迂
回
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
一
一
時
一
五
分
に
塞
子
嶺
か
ら
省
道
二
一
〇

号
線
へ
戻
っ
た
。
道
路
状
況
は
劣
悪
で
、
た
び
た
び
交
通
事
故
や
工
事

に
悩
ま
さ
れ
た
。
急
勾
配
の
蛇
行
路
を
馬
尾
河
沿
い
に
南
下
し
た
が
、

す
れ
違
う
の
は
ト
ラ
ッ
ク
ば
か
り
で
、
一
般
乗
用
車
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

一
二
時
三
分
、
海
抜
一
七
八
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
し
た
。
一
二
時
一
五
分

に
は
太
白
県
中
心
部

(
嘴
頭
鎮)

を
経
、
そ
の
後
は
褒
斜
旧
道
沿
い
に

南
下
し
た
。
太
白
県
は
一
九
五
三
年
に
嘴
頭
鎮
と
周
辺
七
県
の
一
部
を

統
合
し
て
設
置
さ
れ
た
県
で
あ
る

(�)
。

一
二
時
四
〇
分
、
馬
槽
溝
隧
道
付
近
で
下
車
。『

中
国
文
物
地
図
集

陝
西
分
冊』

下
冊
に
よ
る
と
、
こ
の
辺
り
に
乾
隆
二
二
年

(

一
七
五
七

年)

の
褒
斜
道
修
復
の
記
念
碑
が
立
て
ら
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が

(�)
、

発
見
で
き
な
か
っ
た
。
近
隣
住
民
に
よ
る
と
、
現
在
は
工
事
で
な
く
な
っ

た
ら
し
い
。
周
囲
に
は
建
設
中
の
高
速
道
路
が
み
え
、
褒
斜
旧
道
沿
い

に�
県
―
漢
中
間
を
結
ぶ
予
定
と
の
こ
と
で
あ
る

(�)
。

一
三
時
一
〇
分
、
王
家
楞
を
通
過
。
一
三
時
一
八
分
、
王
家
楞
南
の

褒
斜
桟
道
遺
址

(

省
級
文
物
保
護
単
位)

を
視
察
。
崖
の
側
面
に
数
十

セ
ン
チ
四
方
の
穴
が
八
つ
確
認
で
き
た

(

写
真
２)

。
桟
道
を
支
え
る

木
材
は
こ
れ
ら
の
穴
に
は
め
込
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
先
行
研
究

に
よ
る
と
、
蜀
漢
の
食
糧
倉
庫

｢

赤
崖

(

岸)｣

が
王
家
楞
付
近

(�)
、
留

�

県
よ
り
北
の
紅
崖
里

(�)

、
も
し
く
は
王
家
楞
南
の
西�
村
に
あ
る
と
さ

れ

(�)

、
そ
れ
ら
の
先
行
研
究
が
さ
し
し
め
す
場
所
は
相
互
に
近
く
、
ま
と
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め
る
と

｢

赤
崖｣

は
本
桟
道
遺
址
付
近
か
。
現
に
付
近
の
土
は
赤
み
が

か
っ
て
い
た
。
な
お
蜀
漢
期
の

｢

赤
崖

(

岸)｣

付
近
に
は

｢

閣
道｣

や

｢
屯
田｣

も
あ
っ
た
ら
し
い

(�)
。
ま
た
曹
魏
の
司
馬
懿
は
諸
葛
亮
没
後

に
蜀
漢
軍
を

｢

赤
岸

(

崖)｣

ま
で
追
撃
し
、
そ
こ
で
退
却
し
た
。
こ

れ
よ
り
赤
岸
は

｢

死�
葛
走
生
仲
達｣

の
舞
台
と
し
て
も
有
名
で
あ
る

(�)

。

一
三
時
四
五
分
、
漢
中
市
留�
県
に
入
っ
た
。
一
四
時
二
〇
分
頃
、
渋

滞
。
一
四
時
四
〇
分
、
交
通
事
故
で
通
行
止
め
。

一
四
時
五
〇
分
、
武
休
関
を
通
過
。｢

武
休
関｣

の
地
に
は
唐
代
に

駅
が
、
北
宋
中
期
に
は
関
が
置
か
れ
、
の
ち
に
散
関
と
と
も
に
宋
・
金

間
の
戦
場
と
な
っ
た

(�)
。

一
五
時
一
〇
分
、
馬
道
鎮
の

｢

蕭
何
追
韓
信
処｣

(

北
緯
三
三
度
二

七
分
五
七
・
五
〇
秒
、
東
経
一
〇
六
度
五
九
分
三
三
・
八
〇
秒
、
海
抜

九
〇
一
メ
ー
ト
ル
。
市
級
文
物
保
護
単
位)

に
到
着
。
こ
こ
は
秦
嶺
山

脈
か
ら
南
に
流
れ
る
褒
河
と
、
西
か
ら
褒
河
に
合
流
す
る
寒
渓
河
の
合

流
地
点
で
あ
る
。
当
地
の
伝
承
に
よ
れ
ば
、
劉
邦
に
愛
想
を
尽
か
し
た

韓
信
は
漢
中
か
ら
逃
亡
し
、
こ
こ
で
氾
濫
す
る
河
に
阻
ま
れ
、
蕭
何
に

追
い
つ
か
れ
た

(�)

。
清
代
の
石
碑
が
三
枚
立
っ
て
い
た
。
一
六
時
頃
、
事

故
に
よ
る
通
行
止
め
。

一
六
時
二
〇
分
に
は
漢
中
市
北
郊
の
石
門
風
景
区

(

国
家
重
点
文
物

保
護
単
位)

を
見
学
。
こ
の
地
は
褒
斜
道
の
入
口
に
あ
た
り
、
陝
西
省

考
古
研
究
所
が
一
九
六
〇
年
と
一
九
六
三
年
に
調
査
を
行
っ
て
い
る

(�)
。

方
孝
文
氏
は
こ
う
説
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
六
〇
年
の
調
査
に
よ

り
、
こ
の
周
辺
で
一
〇
四
件
も
の
摩
崖
石
刻
が
確
認
さ
れ
た
。
著
名
な

の
は
所
謂

｢

漢
魏
十
三
品｣

(

現
在
、
漢
中
市
博
物
館
蔵)

で
あ
る
。

中
で
も

｢

袞
雪｣

摩
崖
は
石
門
南
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
褒
水
中
の
巨
石

上
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
幅
一
四
八
セ
ン
チ
、
高
さ
六
七
セ
ン
チ
、
字
径

三
五
〜
四
六
セ
ン
チ
。
題
目
の
横
に

｢

魏
王｣

の
二
字
が
刻
ま
れ
て
お

り
、
一
般
に
魏
王
曹
操
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。｢

魏
王｣

の
二
字
は
後
人
の
筆
に
な
る
も
の
で
あ
る
が
、｢

袞
雪｣

は
後
漢
・
建

安
二
三
年

(

二
一
八
年)

に
曹
操
が
現
地
の
雪
景
を
み
な
が
ら
揮
毫
し

た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、｢

李
苞
通
閣
道｣

摩
崖

(

清
・
羅
秀
書
が
石
門

北
で
発
見)

に
は
曹
魏
・
景
元
四
年

(

二
六
三
年)

一
二
月
一
〇
日
に

盪
寇
将
軍
浮
亭
侯
の
李
苞

(

字
は
孝
章)

が
兵
や
石
木
工
二
千
人
と
と

も
に
本
道
を
敷
設
し
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、｢

潘
宗
伯
韓
宗
元
李
苞
通

閣
道
碑｣

摩
崖
も
同
内
容
を
伝
え
る
。
後
者
は
西
晉
・
泰
始
六
年

(

二

七
〇
年)

の
建
碑
で
あ
る
が
、
現
物
は
つ
と
に
失
わ
れ
、
隋
唐
期
に
石

門
南
の
石
上
に
重
刻
さ
れ
た

(�)

。
以
上
が
方
孝
文
氏
の
説
明
で
あ
る
。
現

在
は
観
光
地
と
化
し
て
お
り
、
崖
に
は
桟
道
が
復
元
さ
れ
て
い
た
。
一

七
時
三
〇
分
頃
に
出
発
。

一
八
時
五
分
、
漢
中
市
の
金
江
大
酒
店
に
到
着
。

八
月
三
〇
日

(

金)
八
時
四
五
分
、
金
江
大
酒
店
を
出
発
。
八
時
五
五
分
、
漢
中
市
博
物

館
を
見
学
。
漢
中
市
博
物
館
は
劉
邦
の
漢
中
王
即
位
時
の
宮
殿
跡

｢

古

漢
台｣

(

市
級
文
物
保
護
単
位)

に
建
て
ら
れ
て
い
る

(�)

。
館
内
に
は
漢

中
市
の
文
物
・
石
刻
等
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。
一
〇
時
一
三
分
、
漢
中
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市
博
物
館
を
出
発
。

一
〇
時
一
七
分
、
拝
将
台

(

漢
中
市
城
区
南
環
中
路
南
側
。
北
緯
三

三
度
三
分
五
〇
・
一
七
秒
、
東
経
一
〇
七
度
一
分
五
三
・
四
八
秒
、
海

抜
五
〇
九
メ
ー
ト
ル
。
省
級
重
点
文
物
保
護
単
位)

を
見
学
。
拝
将
台

は
劉
邦
が
韓
信
を
将
軍
と
し
た
時
に
築
い
た
基
壇
と
さ
れ
る

(�)

。
現
在
、

中
央
壇
上
に
は
巨
大
な
韓
信
像
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
敷
地
内
に
は

｢

夜
影
神
碑｣

(

あ
る
い
は
夜
影
碑)

も
あ
る
。
こ
の
碑
に
は
何
も
刻
ま

れ
て
い
な
い
。
現
地
解
説
文
に
よ
る
と
、
韓
信
殺
害
後
、
劉
邦
は
そ
れ

を
悼
ん
で
蕭
何
に
こ
の
石
碑
を
建
て
さ
せ
た
が
、
呂
后
の
権
勢
に
妨
げ

ら
れ
、
碑
文
を
刻
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
碑
を
建
て
た
と
き
、

夜
に
な
る
と
発
光
し
た
の
で
、｢

夜
影
神
碑｣

と
名
づ
け
ら
れ
た
と
い

う
。
た
だ
し
、
我
々
が
調
べ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
伝
説
の
文
献
上
の
典
拠

は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

一
〇
時
四
〇
分
、
拝
将
台
を
出
発
。
高
速
道
路
を
東
進
し
て
城
固
県

に
入
る
。
城
固
県
は
後
漢
代
の

｢

成
固
県｣

に
あ
た
る

(�)
。
道
路
沿
い
に

水
田
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
畑
が
広
が
り
、
路
上
に
脱
穀
さ
れ
た
稲
や
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
が
干
さ
れ
て
い
た
。
秦
嶺
山
脈
の
北
側
は
ほ
ぼ
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
畑
で
あ
っ
た
が
、
南
側
は
水
田
が
多
く
、
秦
嶺
山
脈
の
気
候
・
環
境

上
の
南
北
差
を
感
じ
さ
せ
た

(�)

。

一
一
時
二
〇
分
、
李
固
墓

(

城
固
県
柳
林
鎮
小
営
村
。
省
級
重
点
文

物
保
護
単
位
。
写
真
３)

を
見
学
。
李
固
は
後
漢
後
期
の
漢
中
南
鄭
の

人
で
、
太
尉
ま
で
昇
進
し
た
が
、
外
戚
の
梁
冀
に
疎
ま
れ
て
誅
殺
さ
れ

た

(『

後
漢
書』

李
固
列
伝)

。
墓
の
周
囲
は
手
入
れ
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、
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水
田
の
脇
を
少
し
入
っ
た
所
に
、
清
・
畢�
揮
毫
の

｢

漢
大
尉
李
公
固

墓｣

の
墓
碑
と
墳
墓
が
あ
っ
た
。
畢�(
一
七
三
〇
〜
一
七
九
七
年)

は
清
代
の
著
名
な
歴
史
家
・
官
僚
で
、
乾
隆
三
五
年

(

一
七
七
〇
年)

に
陝
西
按
察
使
、
翌
年
に
陝
西
布
政
使
と
な
り
、『

関
中
勝
迹
図
志』

等
を
著
し
た
。
畢�
は
陝
西
在
任
中
、
こ
の
李
固
墓
碑
の
他
に
も
省
内

の
皇
帝
や
著
名
な
人
物
の
陵
墓
に
数
多
く
の
墓
碑
を
建
立
し
て
い
る
。

李
固
墓
は
長
方
形
で
、
南
北
四
二
メ
ー
ト
ル
、
東
西
二
三
メ
ー
ト
ル
、

高
さ
五
メ
ー
ト
ル

(�)
。『

水
経
注』

に
も
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る

(�)

。
李

固
は
誅
殺
さ
れ
た
時
、
南
郡
の
外
れ
に
質
素
な
身
な
り
で
殯
斂
す
る
よ

う
遺
言
し
た

(�)
。
し
か
し
、
そ
の
後
李
固
の
死
を
嘆
く
者
が
出
、
漢
中
で

本
葬
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う

(�)
。
も
と
も
と
唐
・
韋�
に
よ
る
碑
文

が
あ
っ
た
が
、
清
代
ま
で
に
失
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る

(�)
。
一
一
時
三
〇
分

に
出
発
。

一
一
時
五
〇
分
、
張
騫
紀
念
博
物
館
と
張
騫
墓

(
城
固
県
博
望
郷
饒

家
営
村
。
北
緯
三
三
度
九
分
三
〇
・
四
四
秒
、
東
経
一
〇
七
度
一
七
分

二
八
・
二
九
秒
、
海
抜
四
八
六
メ
ー
ト
ル
。
全
国
重
点
文
物
保
護
単
位
。

写
真
４)

を
見
学
。
張
騫
は
漢
中
成
固
の
人
で
、
漢
武
帝
期
に
月
氏
へ

の
使
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
、
西
域
に
関
す
る
詳
細
な
情
報
を
前
漢
に
も

た
ら
し
た

(『

史
記』

巻
一
二
三
大
宛
列
伝
、『

漢
書』

巻
六
一
張
騫
伝

等)

。
張
騫
墓
は
一
九
三
八
年
に
西
北
聯
合
大
学

(

現
在
の
西
北
大
学)

が
発
掘
調
査
し
、
墓
前
か
ら
石
獣
が
、
墓
内
甬
道
か
ら
漢
代
五
銖
銭
や

封
泥
の
ご
と
き
土
片
等
が
出
土
し
た
が
、
多
く
は
戦
争
や
文
革
で
散
佚

し
た

(�)

。
現
在
内
部
は
整
備
さ
れ
、
漢
代
の
文
物
数
点
と
東
西
交
渉
に
関
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す
る
展
示
が
あ
っ
た
。
張
騫
紀
念
博
物
館
も
併
設
さ
れ
、
張
騫
を
地
元

の
英
雄
と
し
て
称
揚
す
る
旗
や
垂
れ
幕
が
あ
っ
た
。
一
二
時
二
五
分
に

出
発
。

一
二
時
五
五
分
、
楽
城
遺
址
付
近
を
視
察
。
楽
城
は
蜀
漢
・
建
興
七

年

(

二
二
九
年)

に
諸
葛
亮
が
築
い
た
城
で
あ
る

(�)

。
唐
代
に
は
西
楽
城

と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

(�)
。
遺
址
の
現
状
に
つ
い
て

『

諸
葛
年
譜』

等
は
城
固
県
北
の
慶
山
赤
土
坡
上
に
遺
構
が
残
る
と
す
る
が

(�)

、『

康
煕

城
固
県
志』

巻
二
建
置
は

｢
今
爲
平
地｣

と
し
、
我
々
も
遺
構
等
を
視

認
で
き
な
か
っ
た
。
な
お
諸
葛
亮
の
北
伐
と
楽
城
の
関
係
に
つ
い
て
、

第
五
次
北
伐

(

二
三
四
年)

時
に
楽
城
を
通
過
し
た
と
す
る
説
と

(�)
、
楽

城
を
経
ず
に
直
接
褒
斜
旧
道
を
北
上
し
た
と
す
る
説
が
あ
る

(�)
。

一
四
時
五
〇
分
、
蔡
倫
墓

(

洋
県
竜
亭
鎮
竜
亭
鋪
村
。
北
緯
三
三
度

一
二
分
二
〇
・
六
六
秒
、
東
経
一
〇
七
度
三
五
分
五
八
・
九
六
秒
、
海

抜
四
八
〇
メ
ー
ト
ル
。
全
国
重
点
文
物
保
護
単
位
。
写
真
５)

・
蔡
倫

紙
文
化
博
物
館
を
見
学
。
蔡
倫
は
後
漢
代
の
宦
官
で
、
元
興
元
年

(

一

〇
五
年)

に

｢

樹
膚
・
麻
頭
及
び
敝
布
・
魚
網
を
用
い
て
以
て
紙
と
爲｣

し
、｢

蔡
倫
紙｣

と
よ
ば
れ
た

(『

後
漢
書』

宦
者
列
伝
蔡
倫
条
等)
。

蔡
倫
墓
・
蔡
侯
祠
は
蔡
倫
の
出
身
地
で
あ
る
湖
南
省
耒
陽
市
黄
市
鎮
に

も
存
在
す
る

(�)

。
一
方
、
漢
中
市
洋
県
に
蔡
倫
墓
が
あ
る
の
は
、
蔡
倫
が

｢

竜
亭
侯｣

と
し
て
竜
亭
県

(

現
在
の
漢
中
市
洋
県)

に
封
じ
ら
れ
た

た
め
で
あ
ろ
う

(�)

。
蔡
倫
墓
は
南
北
三
〇
メ
ー
ト
ル
、
東
西
一
七
メ
ー
ト

ル
、
高
さ
七
メ
ー
ト
ル
。
墓
前
に
三
枚
の
石
碑
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
う

ち

｢

新
建
祠
記
碑｣

は
現
存
す
る
最
古
の
蔡
倫
墓
碑
で
、
明
・
万
暦
三

一
年

(

一
六
〇
三
年)

の
も
の
で
あ
る

(�)

。
墳
墓
の
周
囲
は

｢

蔡
侯
祠｣

と
い
う
廟
と
な
っ
て
お
り
、｢

蔡
侯
祠｣

の
扁
額
は
唐
・
徳
宗
の
御
筆

で
あ
る
。
博
物
館
で
は
当
時
の
製
紙
法
が
再
現
さ
れ
、
製
紙
法
の
変
遷

や
関
連
文
物
等

(

製
紙
工
具
の
鉄
鍋
・
石
臼
、
製
紙
原
料
の
構
樹
皮
・

竜
須
草
等)

が
展
示
さ
れ
て
い
た
。
一
五
時
二
五
分
に
出
発
。

一
五
時
三
〇
分
、
竜
亭
イ
ン
タ
ー
よ
り
京
昆
高
速
を
西
進
し
、
漢
中

市
内
を
経
て
勉
県
に
向
か
う
。

一
六
時
五
三
分
、
諸
葛
亮
墓

(

武
侯
墓)

(

勉
県
定
軍
山
鎮
諸
葛
村
。

北
緯
三
三
度
七
分
一
三
・
四
八
秒
、
東
経
一
〇
六
度
三
八
分
五
八
・
二

五
秒
、
海
抜
五
八
七
メ
ー
ト
ル
。
全
国
重
点
文
物
保
護
単
位)

を
見
学
。

諸
葛
亮
墓
は
本
来
定
軍
山
に
あ
り
、
蜀
漢
・
景
耀
六
年

(

二
六
三
年)

に
諸
葛
亮
を
祀
る
祠

(

い
わ
ゆ
る
武
侯
祠)

も
並
置
さ
れ
た

(�)

。
し
か
し
、
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明
・
正
徳
八
年

(

一
五
一
三
年)

に
都
御
史
藍
璋
が
武
侯
祠
の
み
を
勉

県
武
侯
鎮
武
侯
村

(

翌
三
一
日
に
訪
問)

に
移
築
し

(�)

、
現
在
は
武
侯
祠

と
武
侯
墓
が
分
立
し
て
い
る

(�)
。
一
七
時
二
〇
分
、
出
発
。

一
七
時
二
七
分
、
諸
葛
亮
墓
付
近
の
定
軍
山

(

勉
県
定
軍
山
鎮
定
軍

村
。
北
緯
三
三
度
七
分
一
〇
・
四
〇
秒
、
東
経
一
〇
六
度
四
〇
分
八
・

二
五
秒
、
海
抜
六
七
六
メ
ー
ト
ル)

を
見
学
。
定
軍
山
は
曹
魏
と
蜀
漢

が
漢
中
を
争
っ
た
時
の
主
戦
場
で
、
曹
魏
側
の
夏
侯
淵
が
蜀
将
黄
忠
に

斬
ら
れ
た
場
所
で
も
あ
る
。
清
・
謝
鍾
英

『

三
国
疆
域
表』

巻
一
八
漢

中
郡�
陽
県
条

｢

走
馬
谷｣
補
注
に

｢

即
定
軍
山
谷｣

と
あ
り
、
清
代

に
定
軍
山
の
谷
間
は

｢

走
馬
谷｣
と
も
よ
ば
れ
た
。
定
軍
山
の
麓
に
は

か
つ
て
諸
葛
亮
の
八
陣
図
・
督
軍
壇
が
あ
っ
た
と
の
伝
承
が
あ
る

(�)
。
ま

た
定
軍
山
の
上
か
ら

｢

武
侯
兵
書
匣｣

が
見
つ
か
っ
た
と
の
伝
承
も
あ

る

(�)

。
山
上
や
山
麓
で
は
頻
繁
に
三
国
時
代
の
扎
馬
釘

ま

き

び

し

・
鏃

や
じ
り

・
鉄
刀
等
が

出
土
す
る
ら
し
い

(�)
。
駐
車
場
か
ら
徒
歩
で
登
山
し
た
が
、
中
腹
に
陣
地

を
再
現
し
た
櫓
や
テ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
一
七
時
五
五
分
に
出
発
。
一
九

時
一
〇
分
、
金
江
大
酒
店
に
到
着
。

八
月
三
一
日

(

土)

本
日
は
も
と
も
と
西
和
県
南
部
の
仇
池
山
を
視
察
す
る
予
定
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
現
地
運
転
手
に
よ
れ
ば
仇
池
山
へ
の
道
は
劣
悪
で
、
数

時
間
は
か
か
る
と
の
こ
と
。
そ
こ
で
仇
池
山
視
察
を
断
念
し
、
午
前
中

に
漢
中
周
辺
と
勉
県
周
辺
を
視
察
し
た
。

七
時
二
〇
分
、
金
江
大
酒
店
を
出
発
。
七
時
四
〇
分
、
虎
頭
橋

(

漢

中
市
中
心
広
場
前
、
漢
中
城
北
門
付
近)

に
到
着
。
虎
頭
橋
は
魏
延
が

殺
さ
れ
た
場
所
と
さ
れ
る

(�)

。
道
路
沿
い
の
建
物
敷
地
内
に
五
件
の
石
碑

が
あ
っ
た
が
、
工
事
中
で
近
づ
け
な
か
っ
た
。
魏
延
は
義
陽
の
人
で
、

蜀
漢
期
の
将
。
劉
備
に
抜
擢
さ
れ
て
漢
中
を
守
備
し
、
諸
葛
亮
の
北
伐

で
も
戦
功
を
あ
げ
た
。
し
か
し
、
諸
葛
亮
の
死
後
に
楊
儀
ら
と
対
立
し
、

馬
岱
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た

(『

三
国
志』

巻
四
〇
蜀
書
魏
延
伝)

。『

乾

隆
南
鄭
県
志』

巻
一
〇
古
蹟
に
よ
る
と
、
虎
頭
橋
で
殺
さ
れ
た
魏
延
は
、

近
く
の
石
馬
堰

(

漢
中
城
北
門
外
。
現
在
は
石
馬
坡
と
も
い
う)

に
埋

葬
さ
れ
、
近
く
の
田
間
に
は

｢

石
馬｣

が
あ
っ
た
と
い
う

(�)

。
魏
延
の
殺

害
場
所
と
埋
葬
場
所
は
近
く
、
説
明
の
つ
く
距
離
で
は
あ
る

(�)

。
墓
上
の

｢

石
馬｣

は
実
際
に
確
認
さ
れ
て
お
り
、
一
九
七
三
年
に
漢
中
市
博
物

館
へ
移
管
さ
れ
た

(�)

。

七
時
五
五
分
、
漢
中
古
城
牆
を
見
学
。
一
九
九
五
年
に
漢
中
市
人
民

政
府
の
設
置
し
た
碑
に
よ
る
と
、
現
存
の
城
壁
は
明
・
洪
武
三
年

(

一

三
七
〇
年)

に
重
修
さ
れ
、
二
〇
〇
一
年
に
一
部
修
復
さ
れ
た
も
の
と

い
う
。
左
湯
泉
氏
に
よ
る
と
、
洪
武
三
年
の
重
修
後
も
、
正
徳
五
年

(

一
五
〇
〇
年)

、
清
の
康
熙
・
嘉
慶
年
間
に
そ
れ
ぞ
れ
修
築
さ
れ
て
い

る

(�)
。八

時
三
〇
分
、
漢
中
市
博
物
館
を
再
訪
。
前
掲
の
魏
延
墓

｢

石
馬｣

と
民
国
期
の

｢

張
嶷
墓
碑｣

を
実
見
す
る
た
め
で
あ
る
。
張
嶷
は
巴
郡

南
充
国
の
人
で
、
蜀
将
と
し
て
周
辺
諸
族
の
平
定
・
慰
撫
に
活
躍
し
た
。

延
熙
一
七
年

(
二
五
四
年)

、
姜
維
と
と
も
に
北
伐
し
、
狄
道
で
戦
死

し
た

(『

三
国
志』
巻
四
三
蜀
書
張
嶷
伝)

。
民
国
一
〇
年

(

一
九
二
一
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年)

の
墓
碑
に
は

｢

漢
盪
寇
將
軍
張
嶷
之
墓｣

・｢

置
南
鄭
縣
知
事
白
河

柴
守
愚
立
石｣

と
記
さ
れ
て
い
る
。『

大
清
一
統
志』

巻
一
八
六
漢
中

府
二
陵
墓
篇
に
よ
る
と
、
張
嶷
墓
は
も
と
も
と
南
鄭
県
柏
郷
街
に
あ
り
、

｢

褒
徳
侯
将
軍
墓｣

と
呼
ば
れ

(�)
、
高
さ
一
〇
メ
ー
ト
ル
程
の
墳
墓
も
あ
っ

た
ら
し
い

(�)
。
な
お
、
前
述
し
た
魏
延
墓
石
馬
は
現
在
公
開
さ
れ
て
お
ら

ず
、
実
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
八
時
四
五
分
、
漢
中
を
出
発
。

九
時
一
五
分
、
勉
県
北
に
到
着
。

九
時
三
三
分
、
馬
超
墓
・
馬
超
祠

(

勉
県
武
侯
鎮
継
光
村
。
北
緯
三

三
度
九
分
一
六
・
八
〇
秒
、
東
経
一
〇
六
度
三
八
分
一
六
・
四
四
秒
、

海
抜
五
六
二
メ
ー
ト
ル
。
省
級
重
点
文
物
保
護
単
位)

に
到
着
。
馬
超

は
扶
風
茂
陵
県
の
人
で
、
蜀
漢
の
将
と
な
っ
た
の
ち
、
章
武
二
年

(

二

二
二
年)

に�
陽

(

現
在
の
勉
県)

で
病
死
し
た

(『

三
国
志』

巻
三

六
蜀
書
馬
超
伝)

。
祠
の
門
の
道
路
を
挟
ん
で
向
か
い
側
に
、
畢�
が

建
立
し
た
墓
碑
が
あ
っ
た

(�)
。｢

漢
征
西
將
軍
馬
公
超
墓｣
・｢

清
乾�
四

十
一
年
陜
西
巡�
畢�
書
立｣

と
刻
ま
れ
て
い
る
。
蜀
漢
・
建
興
五
年

(

二
二
七
年)

に
諸
葛
亮
が
馬
超
墓
へ
詣
で
て
祭
祀
を
行
っ
た
と
さ
れ
、

そ
の
と
き
馬
超
の
弟
の
馬
岱
も
喪
に
服
し
た
と
も
伝
え
ら
れ
る
が

(�)
、
こ

れ
は

『

三
国
志』

に
み
え
な
い
伝
承
で
あ
る
。
明
代
に
は

｢

馬
塲｣

と

も
よ
ば
れ
た

(�)

。
な
お
伝
・
馬
超
墓
は
他
に
も
複
数
存
在
す
る

(�)
。
九
時
四

四
分
、
出
発
。

九
時
四
八
分
、
勉
県
武
侯
祠

(

勉
県
城
西
四
キ
ロ
川
陜
公
路
上
。
北

緯
三
三
度
九
分
三
・
九
四
秒
、
東
経
一
〇
六
度
三
七
分
五
二
・
二
三
秒
、

海
抜
五
五
七
メ
ー
ト
ル)

に
到
着
。
現
在
、
中
国
で
は
他
に
も
古
隆
中

武
侯
祠

(

湖
北
省
襄
樊
市)

・
成
都
武
侯
祠

(

四
川
省
成
都
市)

・
祁
山

堡
武
侯
祠

(

甘
粛
省
礼
県)

・
白
帝
城
武
侯
祠

(

四
川
省
奉
節
県)

・
五

丈
原
武
侯
祠

(

陝
西
省
宝
鶏
市)

・
南
陽
武
侯
祠

(

河
南
省
南
陽
市)

・

丞
相
祠
堂
武
侯
祠

(

浙
江
省
蘭
渓
市)

・
保
山
武
侯
祠

(

雲
南
省
保
山

市)

が
あ
る

(�)

。『

三
国
志』

巻
三
五
蜀
書
諸
葛
亮
伝
に
よ
る
と
、
勉
県

武
侯
祠
は
最
初
の
武
侯
祠
で
、
唯
一
詔
に
よ
っ
て
修
築
さ
れ
た

(�)

。
先
述

の
通
り
、
当
初
は
定
軍
山
の
麓
に
あ
っ
た
が
、
明
代
に
現
在
の
場
所
へ

移
築
さ
れ
た

(�)

。
内
部
は
祠
堂
以
外
に
北
伐
の
説
明
や
武
将
の
立
像
、
六

〇
あ
ま
り
の
石
刻
が
あ
る
。
な
か
で
も
貴
重
な
の
は
唐
・
貞
元
一
一
年

(

七
九
五
年)

の
沈
迴

｢

蜀
丞
相
諸
葛
忠
武
侯
新
廟
碑
銘
并
序｣

で
、

武
侯
祠
最
古
の
碑
文
で
あ
り
、
碑
陰
・
碑
側
に
宋
・
元
・
明
代
の
補
刻

も
あ
る

(�)

。
ま
た
琴
楼
上
に
石
琴
が
あ
り
、｢

章
武
元
年｣

(

二
二
一
年)

の
刻
文
が
あ
る
。
諸
葛
亮
本
人
の
刻
文
と
す
る
伝
承
も
あ
る
が
、
李
復

心

(

清
・
嘉
慶
年
間
の
武
侯
祠
住
職)

『

忠
武
侯
祠
墓
誌』

は

｢

石
琴

爲
晉
代
物
也｣

と
し
、｢

山
西
文
水
人
胡�
穎｣

の
作
と
す
る
。
一
〇

時
二
五
分
に
出
発
。

一
〇
時
三
〇
分
、
古
陽
平
関

(

勉
県
武
侯
鎮
蓮
水
村
。
北
緯
三
三
度

八
分
五
一
・
九
二
秒
、
東
経
一
〇
六
度
三
六
分
五
〇
・
八
七
秒
、
海
抜

五
六
六
メ
ー
ト
ル
。
省
級
文
物
保
護
単
位
。
写
真
６)

に
到
着
。
陽
平

関
は
漢
中
の
要
害
で
、
三
国
時
代
に
は
曹
操
の
張
魯
征
伐
や
曹
操
側
と

劉
備
側
の
漢
中
攻
防
戦
の
舞
台
と
な
っ
た

(�)
。
付
近
に
巨
大
な
馬
超
騎
馬

像
が
あ
っ
た
。
文
物
碑
に
よ
る
と
、
現
存
部
分
は
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
、

城
壁
底
辺
の
幅
は
八
メ
ー
ト
ル
、
上
辺
の
幅
は
六
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
は

― 136 ―



八
メ
ー
ト
ル
程
で
あ
る
。
近
年
の
三
国
志
ブ
ー
ム
を
受
け
て
勉
県
政
府

が
整
備
し
た
ら
し
い

(�)

。
現
存
の
古
陽
平
関
は
三
国
時
代
の
陽
平
関
と
同

一
の
場
所
に
あ
っ
た
と
は
限
ら
ず
、
む
し
ろ
両
者
は
一
般
に
異
な
る
と

さ
れ
る
。
た
と
え
ば
張
東
氏
は
、
本
来
陽
平
関
は
山
上
に
あ
り
、
蜀
漢

期
に
山
麓
に
移
築
さ
れ
た
と
す
る
。
こ
の
他
に
、
蜀
漢
期
に
は
陝
西
省

内
に
も
う
ひ
と
つ
の
陽
平
関
が
あ
り
、
両
方
と
も
曹
魏
と
蜀
漢
の
戦
地

で
あ
っ
た
と
す
る
説
も
あ
る

(�)

。
古
陽
平
関
は

｢

白
馬
城｣

や

｢

張
魯
城｣

と
も
よ
ば
れ

(�)

、
張
魯
城
に
つ
い
て
は
、
古
陽
平
関
の
西
側
を
流
れ
る
咸

河
の
、
さ
ら
に
西
側
に
位
置
す
る
走
馬
嶺
に
存
在
し
た
と
す
る
説
も
あ

る

(�)
(

写
真
７)

。
一
〇
時
五
八
分
、
出
発
。

一
一
時
二
七
分
、
漢
城
遺
址

(

勉
県
元
山
鎮
元
山
子
牟
家
営
一
帯
。

写
真
８)

に
到
着
。
川
の
側
に
丘
陵
が
そ
び
え
立
っ
て
お
り
、
現
地
農

民
に
よ
る
と
こ
の
丘
陵
上
に
漢
城
遺
址
が
あ
っ
た
と
い
う
。
漢
城
は
蜀

漢
・
建
興
七
年

(

二
二
九
年)

に
諸
葛
亮
が
楽
城
と
と
も
に
築
い
た
城

で
あ
る

(�)
。
の
ち
の�
城
で
、
山
や
平
地
に
あ
わ
せ
て
築
か
れ
た
土
壁
の

城
と
も
伝
わ
る

(�)
。
郭
清
華
氏
・
侯
素
柏
氏
は
二
〇
〇
二
年
時
点
で
も
城

址
が
残
っ
て
お
り
、
頻
繁
に
三
国
時
代
の
武
器
が
出
土
す
る
と
す
る

(�)

。

『

漢
中
地
区
志』

第
三
冊
も
二
〇
〇
五
年
時
点
で
漢
城
の

｢

址｣

が
あ

る
と
す
る

(�)
。
し
か
し
、
我
々
は
今
回
何
ら
の
痕
跡
も
確
認
で
き
な
か
っ

た
。以

上
で
漢
中
市
及
び
勉
県
で
の
調
査
を
終
え
、
一
一
時
三
八
分
に
勉

県
を
出
発
し
、
省
道

(

三
〇
九
・
三
〇
五
・
二
〇
五
・
二
一
八
号
線
。

三
国
時
代
の
祁
山
道
に
ほ
ぼ
一
致)

を
経
て
甘
粛
省
西
和
県
に
向
か
っ
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[写真６] 復元古陽平関
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[写真７] 陽平関から走馬嶺を望む

[写真８] 漢城遺址とされる丘陵



た
。
諸
葛
亮
は
街
亭
敗
戦
後
に

｢

西
縣
千
餘
家｣

を
漢
中
へ
連
れ
帰
っ

た
が

(�)
、
こ
の

｢

西
縣｣

は
西
和
県
周
辺

(�)

、
も
し
く
は
さ
ら
に
北
方
の
天

水
西
南
に
比
定
さ
れ
て
い
る

(�)
。
一
三
時
頃
に
略
陽
へ
到
着
し
て
昼
食
を

と
り
、
一
三
時
四
〇
分
に
出
発
。
略
陽
を
北
上
す
る
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

畑
が
増
え
て
水
田
が
減
少
し
、
一
四
時
二
五
分
に
は
海
抜
一
〇
〇
〇
メ
ー

ト
ル
に
達
し
た
。
祁
山
道
は
概
し
て
褒
斜
道
よ
り
も
緩
や
か
で
あ
る
が
、

激
し
く
蛇
行
し
て
い
た
。
省
道
二
〇
五
号
線
を
西
漢
水
沿
い
に
北
上
し
、

一
六
時
三
三
分
に
索
池
郷
を
通
過
。
一
六
時
四
五
分
、
西
狭
頌
景
区
の

入
口
で
休
息
。
一
七
時
一
〇
分
頃
、
省
道
二
一
八
号
線
に
入
る
。
一
七

時
二
五
分
、
崖
崩
れ
で
通
行
止
め
。
一
九
時
頃
、
西
和
賓
館

(

西
和
県)

に
到
着
。
西
和
県
内
で
仇
池
村
出
身
者
の
女
性
に
訊
ね
た
と
こ
ろ
、
西

和
―
仇
池
間
の
所
要
時
間
は
車
で
片
道
二
時
間
程
度
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
が
、
運
転
手
は
も
っ
と
か
か
る
は
ず
と
予
想
し
た
。
仇
池
を
訪
問
し

た
先
学
の
記
録
を
み
る
と

(�)
、
や
は
り
相
当
な
時
間
を
要
す
る
よ
う
に
思

わ
れ
た
。
な
お
前
掲
仇
池
村
出
身
者
は
、｢

仇
池
周
辺
で
は
村
ご
と
に

方
言
が
異
な
り
、
相
互
の
方
言
は
聞
き
取
れ
る
が
話
せ
な
い｣
等
の
他

に
、｢

一
一
月
頃
は
道
が
氷
結
す
る
の
で
仇
池
に
行
く
の
は
困
難｣
と

も
教
え
て
く
れ
た
。
今
後
仇
池
を
訪
れ
る
場
合
、
冬
場
は
避
け
た
方
が

よ
い
よ
う
で
あ
る
。

九
月
一
日

(

日)

本
日
は
、
当
初
の
計
画
で
は
ま
ず
西
和
県
博
物
館
を
見
学
す
る
予
定

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現
地
で
確
認
を
と
っ
た
と
こ
ろ
、
同
博
物
館
は

西
和
県
人
民
政
府
の
庁
舎
内
に
あ
り
、
日
曜
日
は
官
庁
が
休
日
の
た
め
、

博
物
館
も
休
館
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
見
学
を
断
念
し
た
。

昨
夜
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、
西
和
県
に

｢

仇
池
碑
林｣

と
い
う
施
設
が
最
近
造
ら
れ
た
こ
と
を
知
り
、
行
っ
て
み
る
こ
と
に
し

た
。
八
時
半
頃
到
着
。
西
和
県
の
西
郊
に
隍
城
と
い
う
山
が
あ
り
、
そ

の
山
の
中
腹
に
仇
池
碑
林
が
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
山
に
は
南
宋
の

呉�
が
築
い
た
と
さ
れ
る

｢

十
二
連
城｣

が
あ
り

(�)

、
そ
れ
ら
の
う
ち
大

皇
城
故
城
・
小
皇
城
故
城
・
呉��
な
ど
の
城
址
が
今
も
な
お
残
っ
て

い
る
と
い
う

(�)

。
城
址
の
よ
う
に
見
え
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
が
、
確
証
を

え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
現
在
で
は
こ
の
山
全
体
が

｢

隍
城
森
林

公
園｣

と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
。

仇
池
碑
林
は
現
地
の
石
碑
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
一
日
に

竣
工
し
た
。
残
念
な
が
ら
本
日
は
休
館
日
ら
し
く
、
門
が
閉
ま
っ
て
い

た
。
外
か
ら
中
を
覗
い
て
み
た
と
こ
ろ
、
二
〇
近
い
石
碑
が
立
ち
並
ん

で
い
た
。
仇
池
碑
林
と
い
う
名
称
か
ら
す
る
と
、
仇
池
国
や
仇
池
山
に

ち
な
む
石
碑
を
集
め
た
も
の
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
石
碑
の
内
容
・
年

代
と
も
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、
後
日
調
べ
た

と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
こ
こ
に
は
北
宋
・
紹
聖
三
年

(

一
〇
九
六
年)

の

｢
宋
故
左
中
散
大
夫
王
公
儀
神
道
碑｣

が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た

(�)
。
門
か
ら
見
て
正
面
に
、
一
つ
だ
け
透
明
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
板

で
覆
わ
れ
た
石
碑
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が
そ
の
王
公
儀
神
道
碑
で
あ
る
。

西
和
県
を
発
ち
、
山
間
の
道

(

省
道
二
一
九
号
線)

を
北
上
し
た
。

や
が
て
道
の
両
側
に
迫
っ
て
い
た
山
々
が
遠
く
へ
離
れ
、
周
囲
が
開
け
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て
き
た
。
一
〇
時
一
二
分
、
祁
山

(

礼
県
祁
山
郷
祁
山
村
。
北
緯
三
四

度
一
三
分
五
〇
・
二
九
秒
、
東
経
一
〇
五
度
二
三
分
三
九
・
八
四
秒
、

海
抜
一
四
九
六
メ
ー
ト
ル
。
写
真
９)

に
到
着
。『

水
経
注』

巻
二
〇

漾
水
に
、

祁
山
在�
冢
之
西
七
十
許
里
、
山
上
有
城
、
極
爲
巖
固
。
昔
諸
葛

亮
攻
祁
山
、
即
斯
城
也
。
漢
水
逕
其
南
。

と
あ
る
よ
う
に
、
祁
山
に
は
城
が
築
か
れ

(�)
、�
葛
亮
が
北
伐
の
際
に
こ

れ
を
攻
め
て
い
る
。『

三
国
志』

巻
三
魏
書
明
帝
紀
青
龍
二
年

(

二
三

四
年)

条
に
、

先
帝
東
置
合
肥
、
南
守
襄
陽
、
西
固
祁
山
、
賊
來
輒
破
於
三
城
之

下
者
、
地
有
所
必
爭
也
。

と
あ
る
よ
う
に
、
祁
山
は
合
肥
・
襄
陽
と
並
ぶ
魏
の
重
要
防
衛
拠
点
で

あ
っ
た
。
祁
山
は
南
北
両
側
を
東
西
に
走
る
山
脈
に
よ
っ
て
挟
ま
れ
た

平
野
の
中
に
立
つ
、
孤
立
し
た
丘
陵
で
あ
る
。
比
高
五
一
メ
ー
ト
ル
、

周
囲
六
二
三
メ
ー
ト
ル

(�)
。
右
の

『

水
経
注』

に
よ
る
と
、
漢
水
が
そ
の

南
を
め
ぐ
っ
て
い
る
と
い
う
が
、
今
も
な
お
南
側
に
は
川

(
西
漢
水)

が
流
れ
て
い
た
。
山
頂
に
至
る
ま
で
、
螺
旋
状
に
二
〜
三
層
に
削
ら
れ

て
お
り
、
馬
面
ら
し
き
も
の
も
い
く
つ
か
見
え
た
が
、
堡
の
遺
構
な
の

か
否
か
は
わ
か
ら
な
い
。
他
に
遺
構
ら
し
き
も
の
は
見
え
な
か
っ
た
。

観
光
地
と
し
て
整
備
さ
れ
、
し
か
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
の
こ
ぎ
り
型

狭
間
が
め
ぐ
ら
さ
れ
る
な
ど
し
て
い
る
の
で
、
い
ず
れ
に
せ
よ
遺
構
は

相
当
の
改
変
を
被
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
後
述
す
る
武
侯
祠
と

と
も
に
、
現
在
で
は
県
級
文
物
保
護
単
位
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
南
墻
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[写真９] 観陣堡から撮影した祁山堡



か
ら
は
鏃
が
数
個
発
見
さ
れ
て
い
る

(�)

。
ま
た
、
城
内
か
ら
は
漢
代
の
井

戸
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
鏃
と
漢
代
の
五
銖
銭
が
出
土
し
て
い
る

(�)

。
山

頂
に
は
武
侯
祠
が
築
か
れ
て
い
る
。
晉
代
に
初
め
て
築
か
れ
た
も
の
で
、

歴
代
の
補
修
を
経
て
今
日
に
至
っ
て
い
る

(�)
。
武
侯
祠
の
外
に
は
明
清
期

の
石
碑
が
三
枚
立
て
ら
れ
て
い
た
。

祁
山
か
ら
南
を
望
む
と
、
丘
陵
の
上
に
観
陣
堡

(

後
述)

が
見
え
た
。

ま
た
、
観
陣
堡
か
ら
東
へ
か
な
り
離
れ
た
丘
陵
の
上
に
も
、
城
壁
の
よ

う
な
も
の
が
見
え
た
。
賈
利
民
氏
に
よ
る
と
、
祁
山
周
辺
に
は
二
四
八

も
の
堡
が
あ
る
と
い
う
伝
説
が
あ
り
、
実
際
に
五
万
分
の
一
の
航
測
地

図

(

一
九
七
五
年
製)

で
数
え
た
と
こ
ろ
、
西
漢
水
北
岸
に
約
九
〇
余

り
、
南
岸
に
約
一
〇
〇
余
り
の
古
城
堡
が
あ
る
と
い
う
。
年
代
に
つ
い

て
は
、
殷
代
中
期
の
も
の
も
あ
れ
ば
、
明
清
期
の
も
の
も
あ
る
と
の
こ

と

(�)

。一
〇
時
五
〇
分
頃
祁
山
を
発
ち
、
西
漢
水
を
渡
り
、
一
一
時
〇
五
分

に
何
台
村
へ
到
着
。
こ
の
村
の
山
頂
に
は
観
陣
堡

(

何
台
堡
址
。
礼
県

祁
山
郷
何
台
村
。
北
緯
三
四
度
一
三
分
六
・
九
二
秒
、
東
経
一
〇
五
度

二
四
分
七
・
二
一
秒
、
海
抜
一
六
〇
六
メ
ー
ト
ル)

が
築
か
れ
て
い
る
。

観
陣
堡
は

『

水
経
注』

漾
水
に
、

城

(

祁
山
堡)

南
三
里
有
亮
故
壘
。
壘
之
左
右
猶
豐
茂
宿
草
、
蓋

亮
所
植
也
。

と
あ
る

｢

亮
故
壘｣

の
こ
と
と
考
え
ら
れ
、
諸
葛
亮
が
祁
山
へ
出
兵
し

た
際
、
祁
山
堡
の
南
に
築
い
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る

(�)
。
西
漢
水
を
挟
ん

で
祁
山
堡
の
南
南
東
約
一
・
五
キ
ロ
に
位
置
し
、
一
里
＝
約
五
〇
〇
メ
ー

ト
ル
と
す
る
と
、
右
の
記
述
で

｢

城
南
三
里
有
亮
故
壘｣

と
あ
る
の
と

ち
ょ
う
ど
一
致
す
る
。
こ
の
山
は
全
て
段
々
畑
に
よ
っ
て
覆
わ
れ
て
い

た
。
麓
か
ら
は
城
壁
が
見
え
な
い
た
め
、
登
山
道
の
選
択
に
は
苦
労
し

た
が
、
一
二
時
一
二
分
に
は
我
々
四
人
と
も
山
頂
に
た
ど
り
着
い
た
。

観
陣
堡
は
北
東
墻
・
南
東
墻
・
南
西
墻
・
北
西
墻
の
四
つ
か
ら
成
る
。

�����������

の
衛
星
写
真
上
で
測
量
し
た
と
こ
ろ
、
北
東
墻
は
約
一

二
〇
メ
ー
ト
ル
、
南
東
墻
は
約
三
〇
メ
ー
ト
ル
、
南
西
墻
は
約
一
四
〇

メ
ー
ト
ル
、
北
西
墻
は
約
七
〇
メ
ー
ト
ル

(�)

。
堡
内
か
ら
目
算
し
た
と
こ

ろ
、
北
東
墻
と
南
西
墻
の
高
さ
は
約
二
メ
ー
ト
ル
、
南
東
墻
と
北
西
墻

の
高
さ
は
約
四
メ
ー
ト
ル

(�)

。
城
壁
の
幅
は
人
一
人
が
通
れ
る
程
度
で
あ
っ

た

(
)100

。
城
壁
は
版
築
で
築
か
れ
て
い
る

(

写
真�)

。

北
西
墻
は
北
西
に
向
か
っ
て
は
り
出
す
よ
う
に
湾
曲
し
て
お
り
、
そ

の
外
側
に
馬
面
が
三
つ
設
け
ら
れ
て
い
る
。
祁
山
堡
か
ら
は
こ
の
北
西

墻
と
馬
面
が
は
っ
き
り
と
見
え
た
。
南
東
墻
の
外
側
に
も
馬
面
が
一
つ

設
け
ら
れ
て
い
る
。
北
西
墻
と
南
東
墻
の
外
側
は
比
較
的
緩
や
か
な
斜

面
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
南
西
墻
の
外
側
は
切
り
立
っ
た
崖
と
な
っ

て
お
り
、
ま
た
北
東
墻
の
外
側
も
南
西
墻
外
側
ほ
ど
で
は
な
い
も
の
の
、

や
や
角
度
の
あ
る
斜
面
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
防
禦
の
や
や
弱

い
北
西
墻
外
側
と
南
東
墻
外
側
に
の
み
馬
面
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
。

南
西
墻
の
北
部
、
北
東
墻
と
北
西
墻
の
接
点
、
南
東
墻
の
西
端
に
城

壁
の
切
れ
目
が
見
え
る
。『

中
国
文
物
地
図
集

甘
粛
分
冊』

下
冊
は

南
墻
に
門
が
設
け
ら
れ
て
い
る
と
す
る

(
)101

。
そ
れ
ゆ
え
、
南
東
墻
西
端
の
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切
れ
目
が
城
門
で
あ
り
、
他
の
切
れ
目
は
後
世
の
破
損
に
よ
っ
て
生
じ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
南
西
墻
は
外
側
が
断
崖
と
な
っ
て
い

る
の
で
、
門
が
設
け
ら
れ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

城
壁
に
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
穴
が
開
け
ら
れ
て
い
た
。
城
内
か
ら
見
る

と
、
北
西
墻
に
三
つ
、
北
東
墻
と
南
東
墻
の
接
点
に
一
つ
の
穴
が
あ
っ

た
。
こ
れ
ま
で
の
城
址
調
査
の
経
験
か
ら
す
る
と
、
版
築
で
築
か
れ
た

城
壁
に
は
後
世
の
農
民
が
横
穴
を
掘
っ
て
食
糧
や
物
品
を
保
存
し
た
り
、

あ
る
い
は
祠
と
し
て
利
用
す
る
例
が
あ
る
た
め
、
調
査
当
時
に
は
こ
れ

ら
の
穴
も
後
世
の
も
の
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
賈
利
民
氏
に
よ
る

と
、
観
陣
堡
は
周
囲
の
動
静
を
観
察
す
る
た
め
、
四
辺
の
城
壁
に
全
部

で
七
つ
の

｢

観
察
孔｣

が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
う
ち
三
つ
は
北
墻

(

本
稿

で
い
う
北
西
墻
に
相
当
す
る)

に
設
け
ら
れ
、
さ
ら
に
三
つ
の
う
ち
中

央
の
穴
は
祁
山
堡
を
向
い
て
い
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
観
察
孔
の
両
側

に
は
矢
を
避
け
る
た
め
の
保
護
墻
、
観
察
孔
の
前
に
は
通
路
と
休
憩
室

が
設
け
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と

(
)102

。
北
西
墻
内
側
の
三
つ
の
穴
は
い
ず
れ

も
ち
ょ
う
ど
馬
面
の
内
側
に
位
置
し
、
中
で
も
中
央
の
穴
は
馬
面
の
外

側
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
北
東
墻
と
南
東
墻
の
接
点
に
開
け
ら

れ
て
い
る
穴
の
内
部
は
確
か
に
意
外
と
広
く
、
右
へ
と
曲
が
る
通
路
の

よ
う
な
も
の
が
見
え
た

(

写
真�)
。

城
壁
は
南
西
墻
と
南
東
墻
に
や
や
欠
損
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
お
お

む
ね
極
め
て
よ
く
残
っ
て
い
た
。
城
内
は
畑
と
な
っ
て
お
り
、
陶
片
が

数
多
く
散
ら
ば
っ
て
い
た
。
城
壁
の
外
側
は
全
て
段
々
畑
と
な
っ
て
お

り
、
あ
た
か
も
日
本
中
世
の
山
城
の
ご
と
く
、
本
丸
を
中
心
と
し
て
郭
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が
設
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
も
と
も
と
郭
と
し
て
設
け

ら
れ
て
い
た
の
か
否
か
は
定
か
で
な
い
。
観
陣
堡
か
ら
北
を
望
む
と
、

祁
山
堡
が
は
っ
き
り
と
目
視
で
き
た
。

一
二
時
三
八
分
に
下
山
を
開
始
し
、
車
へ
戻
っ
た
。
省
道
三
〇
六
号

線
で
北
東
へ
向
か
い
、
一
三
時
〇
五
分
に
咀
頭
村
到
着
。
こ
の
村
に
は

点
将
台
遺
址

(

北
緯
三
四
度
一
四
分
一
一
・
六
〇
秒
、
東
経
一
〇
五
度

二
三
分
四
一
・
五
五
秒
、
海
抜
一
五
〇
三
メ
ー
ト
ル
。
写
真�)

が
あ

り
、
諸
葛
亮
が
築
い
た
も
の
と
す
る
伝
説
が
あ
る
。
祁
山
堡
の
北
北
西

約
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
位
置
し

(
)103

、
省
道
北
側
の
丘
陵
の
頂
上
に
あ
る
。

丘
陵
は
比
高
約
八
〇
メ
ー
ト
ル
、
頂
上
の
広
さ
は
約
七
平
方
メ
ー
ト
ル

(
)104

。

一
三
時
一
七
分
に
頂
上
へ
到
着
。
頂
上
に
は
土
台
の
よ
う
に
盛
り
上
が
っ

た
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
の
上
に
建
築
物
の
壁
の
下
部
ら
し
き
も
の
が
残
っ

て
い
た
。
壁
は
楕
円
状
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
壁
の
上
に
は
現
在
大
き

な
柏
の
木
が
生
え
て
い
る
。
明
清
期
に
は
祠
廟
が
建
て
ら
れ
て
い
た
ら

し
い
が

(
)105

、
そ
の
痕
跡
は
見
え
な
い
。
こ
こ
か
ら
は
祁
山
堡
・
観
陣
堡
と

も
に
目
視
で
き
た
。

一
三
時
二
〇
分
に
点
将
台
を
発
ち
、
省
道
三
〇
六
号
線
で
北
東
へ
向

か
い
、
一
三
時
三
五
分
に
塩
官
鎮
へ
到
着
。『

水
経
注』

漾
水
に
、

[

鹽
官]

水
北
有
鹽
官
、
在�
冢
西
五
十
許
里
。
相
承
營
煮
不
輟
、

味
與
海
鹽
同
。
故
地
理
志
云
、
西
縣
有
鹽
官
是
也
。

と
あ
り
、
前
漢
の
隴
西
郡
西
県
に
は
塩
官
が
置
か
れ
て
い
た
と
さ
れ
て

い
る
が

(
)106

、
そ
の
地
が
現
在
の
塩
官
鎮
と
考
え
ら
れ
て
い
る

(
)107

。
三
国
時
代

の

｢

鹵
城｣

も
こ
の
地
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
古
来
よ
り
塩
の
産
地
で
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あ
り
、
関
中
・
隴
中
・
隴
南
一
帯
で
は
こ
の
塩
官
鎮
と�
県
塩
川
鎮
を

除
け
ば
、
塩
が
乏
し
く
、
当
地
は
経
済
的
に
重
要
な
地
点
で
あ
っ
た
。

唐
の
杜
甫
も
当
地
を
訪
れ
、
塩
の
製
造
を
実
見
し
、｢

塩
井｣

と
い
う

詩
を
残
し
て
い
る

(
)108

。
中
華
人
民
共
和
国
建
国
後
も
二
、
三
百
世
帯
が
塩

業
に
従
事
し
て
い
た
が
、
近
年
で
は
塩
業
か
ら
離
れ
る
者
が
多
く
な
り
、

二
〇
〇
八
年
当
時
で
は
、
塩
業
に
従
事
す
る
家
は
三
世
帯
を
残
す
の
み

と
な
っ
た
。

省
道
三
〇
六
号
線
の
南
側
に

｢

塩
井
祠｣

(

塩
神
廟
。
県
級
文
物
保

護
単
位)

が
あ
り
、
塩
婆
婆

(

塩
聖
母)

と
い
う
塩
の
女
神
が
祀
ら
れ

て
い
る

(
)109

。
塩
婆
婆
が
い
つ
か
ら
祀
ら
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
こ
の
祠
が

い
つ
か
ら
存
在
す
る
の
か
は
定
か
で
な
い
が

(
)110

、
境
内
の
石
碑
に
よ
る
と
、

現
在
の
建
物
は
一
九
八
九
年
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
境
内
に
は

塩
井
が
あ
り
、
一
番
奥
の
塩
神
閣
に
は
塩
婆
婆
の
塑
像
が
安
置
さ
れ
て

い
た

(
)111

。
塩
神
は
中
国
各
地
で
信
仰
さ
れ
て
い
る
が
、
大
多
数
の
塩
神
は

男
性
で
あ
っ
て
、
女
性
の
塩
神
は
全
国
的
に
見
て
も
珍
し
い
と
い
う

(
)112

。

一
四
時
〇
〇
分
に
塩
官
鎮
を
発
ち
、
一
五
時
一
〇
分
に
天
水
市
内
の

天
水
市
博
物
館
・
伏
羲
廟

(

国
家
級
重
点
文
物
保
護
単
位)

へ
到
着
。

天
水
市
博
物
館
は
一
九
八
六
年
に
伏
羲
廟
の
中
へ
移
さ
れ
た

(
)113

。
内
部
は

広
大
で
、
石
器
時
代
か
ら
明
清
期
ま
で
の
青
銅
器
・
陶
器
・
石
刻
・
書

画
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
物
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。
伏
羲
廟
は
明
の
成

化
一
九
年

(

一
四
八
三
年)

に
創
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
秦

州
知
州
の
傅�
が
伏
羲
生
誕
の
地
で
あ
る
秦
州
に
も
廟
を
建
設
す
べ
き

と
唱
え
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
明
清
期
に
九
度
修
築
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
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て
い
る

(
)114

。
境
内
は
広
大
で
、
建
物
の
内
部
に
は
伏
羲
の
巨
大
な
像
が
安

置
さ
れ
て
い
た
。
明
代
以
降
の
石
碑
も
数
多
く
保
存
さ
れ
て
い
た
。

一
六
時
二
五
分
に
伏
羲
廟
を
発
ち
、
一
六
時
三
九
分
に
李
広
墓

(

甘

粛
省
天
水
市
秦
州
区
石
馬
坪
。
北
緯
三
四
度
三
四
分
五
・
八
七
秒
、
東

経
一
〇
五
度
四
三
分
三
〇
・
九
二
秒
、
海
抜
一
二
二
一
メ
ー
ト
ル)

到

着
。
李
広
は
隴
西
郡
成
紀
県

(

現
在
の
甘
粛
省
静
寧
県
南
西)

の
人
で
、

前
漢
の
将
軍
。
対
匈
奴
戦
線
に
お
い
て
活
躍
し
た

(『

史
記』

巻
一
〇

九
李
将
軍
列
伝
、『

漢
書』
巻
五
四
李
広
伝)

。
こ
こ
の
李
広
墓
は
衣
冠

塚
と
考
え
ら
れ
て
い
る

(
)115

。
墳
墓
へ
と
続
く
墓
道
の
左
右
に
馬
の
石
像
が

向
か
い
あ
っ
て
立
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
漢
代
の
も
の
で
、｢

石
馬
坪｣

と
い
う
地
名
は
こ
の
石
馬
に
由
来
す
る
。
墳
墓
の
前
に
は
民
国
二
三
年

(

一
九
三
四
年)

に
蒋
介
石
が
記
し
た

｢
漢
將
軍
李
廣
之
墓｣

と
い
う

巨
大
な
石
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
た
。
現
在
は
武
術
学
校
が
併
設
さ
れ
て

お
り
、
子
ど
も
た
ち
が
稽
古
を
し
て
い
た
。

一
六
時
五
〇
分
に
李
広
墓
を
発
ち
、
一
七
時
一
五
分
に
天
水
市
内
の

和
平
大
酒
店
へ
到
着
。

九
月
二
日

(

月)

本
日
は
朝
か
ら
雨
が
降
っ
た
。
八
時
二
〇
分
に
出
発
し
、
国
道
三
一

〇
号
線
を
北
上
し
て
秦
安
県
へ
向
か
っ
た
。
九
時
頃
に
は
道
の
両
側
の

山
上
に
城
壁
や
狼
煙
台
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
た
。
一
一
時
二
七
分
、
秦

安
県
の
隴
城
鎮
に
到
着
。
隴
城
鎮
は
女�
の
出
身
地
と
さ
れ
る
地
で
あ

る
。
鎮
の
中
心
部
に
は

｢�
皇
故
里｣

と
い
う
門
牌
が
建
て
ら
れ
て
い

た
。
門
牌
の
前
に
は

｢

竜
泉
井｣

と
呼
ば
れ
る
井
戸
が
あ
り
、
女�
が

黄
土
を
こ
ね
て
人
を
造
っ
た
と
き
に
使
用
し
た
水
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

(

北
緯
三
五
度
〇
分
五
・
二
五
秒
、
東
経
一
〇
五
度
五
八
分
二
九
・
九

六
秒
、
海
抜
一
四
九
七
メ
ー
ト
ル

(
)116)

。
ま
た
、
現
地
の
説
明
板
に
よ
る

と
、
秦
の
始
皇
帝
が

｢

阿
育
王｣

を
征
伐
し
た
と
き
、
兵
士
・
軍
馬
は

こ
の
水
を
飲
ん
だ
と
い
う

(
)117

。

鎮
内
の
女�
祠
の
前
に
駐
車
し
、
そ
こ
か
ら
東
に
位
置
す
る
三
国
街

亭
古
戦
場
遺
址

(

北
緯
三
四
度
五
九
分
三
四
・
一
八
秒
、
東
経
一
〇
五

度
五
九
分
〇
六
・
四
二
秒
、
海
抜
一
五
八
八
メ
ー
ト
ル)

へ
向
か
っ
て

歩
い
た
。
街
亭
は

｢

街
泉
亭｣

の
略
称
で
あ
る
。
前
漢
で
は
街
泉
県
が

置
か
れ
て
い
た
が

(『

漢
書』

巻
二
八
下
地
理
志
下
天
水
郡
条)

、
後
漢

で
は
街
泉
亭
と
な
り

(
)118

、
蜀
の
北
伐
の
際
に
は
魏
軍
と
の
間
で
大
規
模
な

戦
闘
が
行
わ
れ
た
。
も
っ
と
も
、
街
亭
の
位
置
に
つ
い
て
は
唐
代
以
来

諸
説
あ
る
が
、
近
年
で
は
隴
城
鎮
に
置
か
れ
て
い
た
と
す
る
説
が
有
力

で
あ
る

(
)119

。
街
泉
県
・
街
泉
亭
の

｢

泉｣

は
先
述
の
竜
泉
を
指
す
と
す
る

説
も
あ
る

(
)120

。

途
中
、
道
路
左
側
の
民
家
の
敷
地
内
に
城
壁
の
一
部
ら
し
き
も
の
が

見
え
た
。
版
築
の
跡
が
明
確
に
見
て
と
れ
た
。『

中
国
文
物
地
図
集

甘
粛
分
冊』

下
巻
に
よ
る
と
、
隴
城
鎮
内
に
は
北
魏
〜
清
の
隴
城
故
城

遺
址
が
残
っ
て
い
る
と
い
う

(
)121

。
そ
れ
に
よ
る
と
、
城
址
は
本
来
東
西
五

〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
南
北
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
城
壁
で
構
成
さ
れ
て
い
た

が

(
)122

、
現
在
残
っ
て
い
る
の
は
西
墻
の
う
ち
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
東
墻
の

う
ち
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
み
で
あ
る
。
底
部
の
厚
さ
五
メ
ー
ト
ル
、
頂
部
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の
厚
さ
三
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
八
メ
ー
ト
ル
。
東
西
南
北
の
墻
に
は
そ
れ

ぞ
れ
門
が
一
つ
ず
つ
設
け
ら
れ
て
い
た

(
)123

。
街
亭
が
現
在
の
隴
城
鎮
に
置

か
れ
て
い
た
と
解
す
る
説
は
、
こ
の
城
址
の
前
身
を
前
漢
の
街
泉
県
＝

後
漢
の
略
陽
県
＝
街
亭
と
解
し
て
い
る

(
)124

。
し
か
し
、
徐
日
輝
氏
に
よ
る

と
、
隴
城
故
城
の
東
一
里
余
り
に
宋
代
の
城
址
が
あ
り
、
地
元
で
は

｢

新
城｣

と
呼
ば
れ
て
い
る
と
い
う

(
)125

。
我
々
が
こ
こ
で
見
た
城
壁
は
鎮

の
東
方
に
位
置
す
る
の
で
、
あ
る
い
は
こ
の
新
城
の
一
部
か
も
し
れ
な
い
。

さ
ら
に
東
へ
向
か
っ
て
歩
く
と
、｢

三
国
街
亭
古
戦
場
遺
址｣
(

県
級

文
物
保
護
単
位)

の
文
物
碑
が
道
路
の
左
側
に
立
て
ら
れ
て
い
る
の
を

見
つ
け
た
。
こ
の
道
路
の
南
側
に
丘
陵
が
あ
り
、
馬
謖
が
陣
取
っ
た

｢

南
山｣

は
こ
の
丘
陵
と
さ
れ
る
。
頂
上
に
近
づ
く
と
石
段
が
築
か
れ

て
い
た
が
、
ま
だ
造
り
か
け
で
あ
っ
た
。
一
一
時
五
〇
分
、
頂
上
に
到

着
。
頂
上
に
は
東
屋
と
石
碑
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ

に
も
石
碑
が
立
て
ら
れ
て
い
た
。
い
ず
れ
も
ご
く
最
近
建
て
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。
頂
上
か
ら
は
周
囲
の
地
形
が
よ
く
見
え
た
。

一
二
時
四
五
分
に
隴
城
鎮
を
発
ち
、
天
水
市
内
へ
戻
り
、
一
四
時
四

〇
分
頃
昼
食
を
と
っ
た
。
昼
食
の
間
に
我
々
の
車
が
路
上
駐
車
の
取
締

り
に
遭
い
、
出
立
が
大
幅
に
遅
れ
、
一
六
時
一
五
分
に
よ
う
や
く
天
水

を
発
っ
た
。
時
間
が
あ
れ
ば
鳳
翔
県
の
秦
雍
城
遺
址
を
視
察
す
る
予
定

で
あ
っ
た
が
、
断
念
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。

国
道
三
〇
号
線
で
宝
鶏
へ
向
か
っ
た
。
夕
方
、
か
な
り
濃
い
霧
に
包

ま
れ
た
。
白
雲
賓
館
泊
。

九
月
三
日

(

火)

本
日
は
八
月
二
八
日
に
た
ど
り
着
け
な
か
っ
た
陳
倉
故
城
・
石
鼻
城

と
、
本
来
二
八
日
に
視
察
す
る
予
定
で
あ
っ
た
五
丈
原
を
主
に
視
察
し

た
。七

時
三
〇
分
に
賓
館
を
発
っ
た
。
陳
倉
故
城
は
霍
彦
儒
氏
に
よ
る
と
、

現
在
自
動
車
学
校
と
工
事
現
場
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

(
)126

。
八
時
五
五
分

に
そ
の
自
動
車
学
校
へ
到
着
し
た
が
、
陳
倉
故
城
の
遺
構
は
確
認
で
き

な
か
っ
た
。
当
地
の
男
性

(

六
三
歳)

に
よ
る
と
、
五
〇
年
前
に
は
城

の
遺
構
が
は
っ
き
り
と
残
っ
て
お
り
、
山
の
上
に
も
城
址
が
あ
っ
た
と

い
う
。
自
動
車
学
校
の
地
に
あ
っ
た
の
が
下
城
で
、
山
上
の
城
址
が
上

城
で
あ
ろ
う
。

九
時
二
五
分
、
石
鼓
寺

(

宝
鶏
市
陳
倉
区
千
河
鎮
魏
家
崖
村)

に
到

着
。
こ
の
付
近
に
石
鼻
城
址
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
が

(
)127

、
周
辺
を
歩
き
回
っ

て
も
遺
構
ら
し
き
も
の
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
一
九
九
六
年
刊
の

『

宝
鶏
県
志』

に
よ
る
と
、
城
壁
が
残
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が

(
)128

、

今
も
な
お
遺
構
が
残
っ
て
い
る
の
か
は
村
民
に
尋
ね
て
も
は
っ
き
り
し

な
か
っ
た
。
石
鼓
寺
か
ら
上
へ
登
る
と
、
小
さ
な
関
帝
廟
が
あ
っ
た
。

一
〇
時
三
七
分
、
五
丈
原

(

岐
山
県
蔡
家
坡
鎮
五
丈
原
村)

に
到
着

し
(

)129

、
諸
葛
亮
廟

(

省
級
文
物
保
護
単
位)

を
見
学
。
三
国
時
代
の
末
年

に
建
て
ら
れ
、
明
清
期
に
修
築
が
繰
り
返
さ
れ
、
文
化
大
革
命
終
了
後
、

人
民
政
府
に
よ
る
大
規
模
な
修
築
が
行
わ
れ
、
現
在
の
形
と
な
っ
た

(
)130

。

境
内
に
は
諸
葛
亮
の
衣
冠
塚
が
あ
っ
た
。
こ
れ
も
三
国
時
代
の
末
年
に

造
ら
れ
、
明
の
嘉
靖
年
間
に
修
築
さ
れ
た
も
の
と
い
う

(
)131

。
廟
内
に
は
諸
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葛
亮
博
物
館
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
北
伐
の
説
明
と
関
連
遺
跡
の
現
状

が
写
真
で
展
示
さ
れ
て
い
た
。

一
二
時
二
〇
分
、
豁
落
城

(

落
星
郷
竜
泉
原
村
北
。
北
緯
三
四
度
一

三
分
一
〇
・
四
四
秒
、
東
経
一
〇
七
度
三
七
分
三
五
・
四
八
秒
、
海
抜

七
一
一
メ
ー
ト
ル
。
写
真�)
に
到
着
。
袁
全
福
氏
に
よ
る
と
、
こ
こ

は
諸
葛
亮
が
本
陣
を
置
い
た
と
こ
ろ
で
、
東
西
約
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
南

北
約
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
城
壁
が
現
存
す
る
ら
し
い
が

(
)132

、
北
墻
し
か
確

認
で
き
な
か
っ
た
。
現
地
農
民
に
尋
ね
る
と
、
畑
を
造
成
す
る
際
に
ほ

と
ん
ど
壊
さ
れ
た
ら
し
い
。
城
壁
の
内
外
は
全
て
畑
で
覆
わ
れ
て
お
り
、

地
表
に
は
陶
片
が
散
ら
ば
っ
て
い
た
。
南
北
に
細
長
い
台
地
の
上
に
位

置
し
、
東
西
は
切
り
立
っ
た
谷
に
な
っ
て
い
た
。

一
二
時
四
五
分
に
豁
落
城
を
発
ち
、
一
三
時
に
諸
葛
泉

(

五
星
村)

へ
到
着
。
蜀
軍
が
五
丈
原
に
駐
留
し
た
と
き
、
水
を
軍
中
に
供
給
し
た

井
戸
と
伝
え
ら
れ
る
。
現
地
の
石
碑

(

一
九
九
八
年
の
も
の)

に
よ
る

と
、
五
星
村
に
は

｢

上
泉｣

と

｢

紅
溝｣

と
い
う
二
つ
の
泉
が
あ
り
、

前
者
は
蜀
軍
の
兵
士
、
後
者
は
馬
が
水
を
飲
む
の
に
用
い
ら
れ
、
前
者

が
諸
葛
泉
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
蜀
軍
が
こ
こ
に
駐
留
し
て
水

源
を
守
っ
た
の
で
、｢

上
泉
屯｣

と
も
呼
ば
れ
る
と
い
う
。
泉
は
武
侯

祠
へ
と
続
く
階
段
の
下
に
あ
り
、
石
で
覆
わ
れ
、
八
角
形
を
呈
し
て
い

た
。一

三
時
二
〇
分
に
諸
葛
泉
を
発
ち
、
一
三
時
三
〇
分
に
高
店
街
へ
到

着
。
高
店
街
は
五
丈
原
の
北
約
一
キ
ロ
、
渭
水
の
南
岸
に
位
置
す
る
。

こ
こ
は
三
国
蜀
の
建
興
一
二
年

(

二
三
四
年)

、
第
五
次
北
伐
の
と
き
、
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蜀
軍
の
先
鋒
を
務
め
た
魏
延
が
駐
屯
し
た
と
こ
ろ
と
伝
え
ら
れ
る
。
後

世
の
人
々
が
魏
延
を
記
念
し
、
こ
の
地
を

｢

魏
延
城｣

と
呼
ん
だ
と
い

う
(

)133

。一
四
時
二
分
、
斜
谷
の
入
り
口
に
到
着
。
斜
谷
は
秦
嶺
山
脈
の
北
麓

に
位
置
す
る
谷
で
、
当
地
を
流
れ
る
斜
水
を
そ
の
名
称
の
由
来
と
す
る
。

斜
谷
は
褒
斜
旧
道
の
入
口
で
あ
る

(
)134

。

一
五
時
三
五
分
、
柳
巷
城
址

(

眉
県
常
興
鎮
柳
巷
村
。
北
緯
三
四
度

一
三
分
四
三
・
六
三
秒
、
東
経
一
〇
七
度
四
九
分
三
〇
・
三
一
秒
、
海

抜
一
六
〇
六
メ
ー
ト
ル)

に
到
着
。
二
〇
一
〇
年
以
来
、
陝
西
省
考
古

研
究
院
が
発
掘
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
城
址
の
概
況
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
城
墻
は
ほ
ぼ
正
方
形
を
呈
し
て
お

り
、
一
辺
の
長
さ
は
約
一
六
〇
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
二
メ
ー
ト
ル
、
頂

部
の
厚
さ
約
七
メ
ー
ト
ル
、
底
部
の
厚
さ
約
七
・
五
〜
八
メ
ー
ト
ル
。

城
墻
の
頂
部
は
地
表
か
ら
約
一
メ
ー
ト
ル
地
下
に
埋
ま
っ
て
い
る
。
城

墻
の
四
隅
及
び
各
城
墻
の
中
央
に
は
そ
れ
ぞ
れ
外
へ
突
出
し
た
方
形
の

建
築
物
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
長
さ
・
幅
と
も
に
約
二
〇
メ
ー
ト
ル
。

角
楼
・
物
見
台
あ
る
い
は
城
門
と
考
え
ら
れ
る
。
南
門
は
南
墻
の
中
央

よ
り
や
や
東
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。
幅
約
七
・
五
メ
ー
ト
ル
。
門
道
両

側
の
城
墻
及
び
門
内
の
地
表
に
は
火
で
焼
け
た
痕
跡
が
あ
る
。
南
北
に

走
る
道
路
が
南
門
を
貫
い
て
お
り
、
南
門
の
外
で
東
へ
折
れ
て
い
る
。

こ
の
道
路
は
磚
で
舗
装
さ
れ
て
い
る
。
出
土
物
と
建
築
材
料
か
ら
す
る

と
、
城
址
の
年
代
は
お
お
む
ね
後
漢
か
ら
北
魏
で
あ
る
。
漢
代
の
眉
県

県
城
の
東
北
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
後
漢
末
期
に
董
卓
が

築
い
た

｢�

塢
城｣

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
、
と

(
)135

。
我
々
が
訪
れ
た
と

き
に
は
、
ま
だ
発
掘
作
業
が
行
わ
れ
て
い
た
。
今
後
の
発
掘
の
進
展
及

び
報
告
が
待
た
れ
る
。

一
五
時
五
〇
分
に
柳
巷
城
址
を
発
ち
、
西
安
へ
向
か
っ
た
。
西
安
市

内
の
西
安
城
市
酒
店
泊
。

九
月
四
日

(

水)

本
日
は
各
自
飛
行
機
の
時
間
ま
で
自
由
行
動
。
水
間
・
柿
沼
は
西
安

博
物
院
を
見
学
。
猪
原
・
峰
雪
は
大
慈
恩
寺
・
大
雁
塔
を
見
学
後
、
西

安
の
城
壁
に
の
ぼ
り
、
市
街
地
を
自
転
車
で
一
周
す
る
な
ど
し
た
。
そ

の
後
、
水
間
は
Ｍ
Ｕ
二
一
八
七
で
厦
門
へ
帰
宅
。
柿
沼
・
猪
原
・
峰
雪

は
Ｍ
Ｕ
二
一
一
五
で
北
京
へ
移
動
し
、
翌
五
日
に
猪
原
は
Ｃ
Ａ
一
六
一

で
関
西
国
際
空
港
へ
、
峰
雪
は
Ｎ
Ｈ
一
六
〇
で
関
西
国
際
空
港
へ
帰
着
。

柿
沼
は
北
京
で
資
料
収
集
を
行
い
、
九
日
に
Ｊ
Ｌ
八
六
四
で
成
田
へ
帰
着
。

�
(

１)

厳
耕
望

『

唐
代
交
通
図
考
巻
三

秦
嶺
仇
池
区』

(

中
央
研
究
院
歴
史
語
言

研
究
所
、
一
九
八
五
年)

参
照
。
他
に
も
西
安
―
秦
嶺
山
脈
―
漢
中
を
結
ぶ

交
通
路
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
に
、
黒
澤
信
吾

｢

秦
桟
道
の
研
究

特
に

漢
・
三
国
時
代
に
於
け
る
褒
斜
道
を
中
心
と
し
て

｣
(『

史
潮』

第
六
号
、

一
九
三
六
年)

、
久
村
因

｢

秦
漢
時
代
の
入
蜀
路
に
就
い
て

(

上)
(

下)｣

(『
東
洋
学
報』

第
三
八
巻
第
二
・
三
号
、
一
九
五
五
・
五
六
年)

等
が
あ
る
。

(

２)

こ
の
と
き
劉
邦
が
具
体
的
に
ど
の
道
を
選
ん
だ
か
に
は
諸
説
あ
る
。
た
と

え
ば
久
村
因

｢

秦
漢
時
代
の
入
蜀
路
に
就
い
て

(

上)
(

下)｣

は
、
劉
邦
が
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漢
中
に
入
っ
た
道
を
褒
斜
道
、
漢
中
か
ら
三
秦
に
出
た
道
を
陳
倉
道
と
す
る
。

(

３)

張
維
輯

『

仇
池
国
志』

(

甘
粛
省
銀
行
、
一
九
四
九
年)

、
李
祖
桓

『

仇
池

国
志』

(

書
目
文
献
出
版
社
、
一
九
八
六
年)

等
参
照
。
仇
池
国
期
の
交
通
に

関
す
る
研
究
に
、
前
田
正
名

｢

四
世
紀
の
仇
池
国｣

(『

立
正
大
学
教
養
部
紀

要』
第
一
号
、
一
九
六
七
年)

、
前
田
正
名

｢

四
世
紀
前
半
期
に
お
け
る
漢
中

盆
地
の
地
域
構
造
に
関
す
る
論
稿｣

(

山
崎
先
生
退
官
記
念
会
編

『

東
洋
史
学

論
集

山
崎
先
生
退
官
記
念』

大
安
、
一
九
六
七
年)

等
が
あ
る
。

(

４)

日
本
人
に
よ
る
秦
嶺
山
脈
周
辺
踏
査
記
録
に
、
竹
添
光
鴻

『

桟
雲
峡
雨
日

記』
(

奎
文
堂
、
一
八
七
八
年
跋)

が
あ
る
。
竹
添
光
鴻
は
竹
添
進
一
郎
、
竹

添
井
井
と
も
い
う
。
明
治
の
外
交
官
で
、
西
安
・
宝
鶏
か
ら
新
褒
斜
道
を
通
っ

て
漢
中
へ
抜
け
た
。
岩
城
秀
夫
氏
に
よ
る
訳
注

『

桟
雲
峡
雨
日
記』

(

平
凡
社
、

二
〇
〇
〇
年)

も
あ
る
。
こ
の
他
、
近
年
で
は
鶴
間
和
幸
氏
等
も
調
査
を
行
っ

て
い
る
。｢

一
九
九
九
年
の
西
安
―
天
水
間
中
心
の
黄
土
高
原
西
部
調
査
記
録｣

(『

ア
ジ
ア
遊
学』

第
二
〇
号
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
〇
年)

参
照
。

(

５)

水
間
大
輔
・
柿
沼
陽
平

｢

青
海
省
北
部
漢
代
遺
址
等
視
察
記｣

(『

史
滴』

第
三
二
号
、
二
〇
一
〇
年)

参
照
。

(

６)

厳
耕
望

『

唐
代
交
通
図
考
巻
二

河
隴
磧
西
区』
三
四
一
〜
四
一
九
頁
参

照
。

(

７)

宝
鶏
炎
帝
研
究
会
・
宝
鶏
周
秦
文
化
研
究
会
編

『

宝
鶏
建
城
歴
史
与
得
名』

(

三
秦
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年)

等
参
照
。

(

８)

后
暁
栄

『

戦
国
政
区
地
理』

(

文
物
出
版
社
、
二
〇
一
三
年)

二
五
四
頁
等

参
照
。

(

９)

宝
鶏
炎
帝
研
究
会
・
宝
鶏
周
秦
文
化
研
究
会
編

『

宝
鶏
建
城
歴
史
与
得
名』

等
参
照
。

(�)
『

元
和
郡
県
図
志』

巻
二
関
内
道
鳳
翔
府
鳳
翔
節
度
使
管
州
二
宝
鶏
県
条
に

｢

陳
倉
故
城
、
在
今
縣
東
二
十
里
、
即
秦
文
公
所
築
。『

魏
略』

云

｢

太
和
中

將
軍�
昭
築
陳
倉
城
…
…｣

。
按
今
城
有
上
下
二
城
相
連
、
上
城
是
秦
文
公
築
、

下
城
是�
昭
築｣

と
あ
る
。

(�)
『

三
国
志』

巻
一
魏
書
武
帝
紀
建
安
二
〇
年
三
月
条
に

｢

公

(

＝
曹
操)

西

征
張
魯
至
陳
倉
、
將
自
武�
入�
。�
人
塞
道
、
先
遣
張�
・
朱
靈
等
攻
破

之
。
夏
四
月
、
公
自
陳
倉
以
出
散
關
、
至
河
池｣

、
同
巻
九
魏
書
夏
侯
淵
伝
に

｢[

建
安]

十
七
年
、
太
祖
乃
還�

、
以

[

夏
侯]

淵
行
護
軍
將
軍
、
督
朱
靈
・

路
招
等
屯
長
安
…
…
十
九
年
…
…

[

馬]

超
奔
漢
中
、
還
圍
祁
山
。[

姜]

敍

等
急
求
救
、
諸
將
議
者
欲
須
太
祖
節
度
。
…
…

[

夏
侯
淵]

遂
行
、
使
張�

督
歩
騎
五
千
在
前
、
從
陳
倉
狹
道
入
、
淵
自
督
糧
在
後
。�
至
渭
水
上
、[

馬]

超
將�
羌
數
千
逆�
。
未
戰
、
超
走
、�
進
軍
收
超
軍
器
械
。
淵
到
、�
縣

皆
已
降｣

と
あ
る
。

(�)
『

三
国
志』

巻
三
魏
書
明
帝
紀
太
和
二
年
条
に

｢

十
二
月
、�
葛
亮
圍
陳
倉
、

曹
眞
遣
將
軍
費
曜
等
拒
之｣

、
裴
松
之
注
引

『

魏
略』

に

｢

先
是
、
使
將
軍�

昭
築
陳
倉
城
。
會
亮
至
、
圍
昭
、
不
能
拔
。
…
…
亮
自
以
有�
數
萬
、
而
昭

兵
纔
千
餘
人
、
又
度
東
救
未
能
便
到
、
乃
進
兵
攻
昭
、
起
雲
梯
・
衝
車
以
臨

城
。
昭
於
是
以
火
箭
逆
射
其
雲
梯
、
梯
然
、
梯
上
人
皆
燒
死
。
昭
又
以
繩
連

石
磨
壓
其
衝
車
、
衝
車
折
。
亮
乃
更
爲
井
闌
百
尺
以
射
城
中
、
以
土
丸
填
塹
、

欲
直
攀
城
、
昭
又
於
内
築
重
牆
。
亮
又
爲
地
突
、
欲
踊
出
於
城
裏
、
昭
又
於

城
内
穿
地�
截
之
。
晝
夜
相
攻
拒
二
十
餘
日
、
亮
無
計
、
救
至
、
引
退｣

、

『

元
和
郡
県
図
志』

関
内
道
鳳
翔
府
鳳
翔
節
度
使
管
州
二
宝
鶏
県
条
引

『

魏
略』

に
も
、｢

會
諸
葛
亮
來
攻
。
亮
本
聞
陳
倉
城
惡
、
及
至
怪
其
整
頓
、
聞
知
昭
在

其
中
、
大
驚
愕
。
亮
素
聞
昭
在
西
有
威
名
、
念
攻
之
不
易
。
…
…
亮
進
兵
、

雲
梯
衝
車
、
晝
夜
攻
距
、
二
十
餘
日
、
亮
無
利
、
會
費
曜
等
救
至
亮
乃
引
去｣

、

『

続
漢
書』

郡
国
志
一
司
隷
右
扶
風
陳
倉
県
条
劉
昭
注
引

『

三
秦
記』

に

｢

秦

武
公
都
雍
、
陳
倉
城
是
也｣

と
あ
る
。

(�)
財
団
法
人
東
洋
文
庫
中
国
古
代
地
域
史
研
究
班
編

『

水
経
注
疏
訳
注

渭

水
編』

上

(

東
洋
文
庫
、
二
〇
〇
八
年)�
頁
参
照
。

(�)
蘇
秉�『
闘
鶏
台
溝
東
区
墓
葬』

(

国
立
北
平
研
究
院
史
学
研
究
所
、
一
九

四
八
年)
三
〜
八
頁
参
照
。

(�)
国
家
文
物
局
主
編

『

中
国
文
物
地
図
集

陝
西
分
冊』

下
冊

(

陝
西
地
図
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出
版
社
、
一
九
九
八
年)

二
〇
三
頁
参
照
。

(�)
『

資
治
通
鑑』

巻
二
五
六
唐
紀
七
二
僖
宗
惠
聖
恭
定
孝
皇
帝
下
之
上
光
啓
二

年

(

八
八
六
年)

条
に

｢

田
令
孜
奉
上
發
寶�
、
留
禁
兵
守
石
鼻
爲
後
拒｣

、

胡
三
省
注
に

｢

潘
氏
在
寶�
東
北
。
石
鼻
在
寶�
西
南
、
亦
曰
靈
壁
。
蘇
軾

曰

｢
鳳
翔
府
寶�
縣
武
城
鎭
、
即
俗
所
謂
石
鼻
寨
也
。�
葛
武
侯
所
築
城
、

去
寶�
三
十
里｣｣

、
明
・
彭
大
翼

『

山
堂
肆
考』

巻
二
二
石
鼻
寨
条
に

｢

石

鼻
寨
在
鳳
翔
府
寳�
縣
東
、�
葛
亮
所
築
、
以
拒�
昭
。
蓋
行
人
自
北
入
蜀

者
至
此
漸
入
山
、
自
蜀
赴
洛
者
至
此
已
出
山｣

と
あ
る
。

(�)
以
上
三
説
に
関
し
て
は
、
劉
曉
応

｢

鉄
馬
秋
風
大
散
関

古
大
散
関
旅

游
景
区
導
游
講
解
詞｣

(
宝
鶏
市
渭
浜
区
古
大
散
関
文
化
博
覧
館
編

『

古
大
散

関』

宝
鶏
古
大
散
関
文
化
博
覧
館
、
二
〇
一
〇
年)

参
照
。

(�)
『

後
漢
書』

宗
室
四
王
三
侯
列
伝
順
陽
懐
侯
嘉
条

｢(

延)

岑
引
北
入
散
關｣

の
李
賢
注
に

｢

散
關
、
故
城
在
今
陳
倉
縣
南
十
里
、
有
散
谷
水
、
因
取
名
焉｣

と
あ
る
。

(�)
馬
正
林

｢

関
于
古
散
関
遺
址｣

(『

人
文
雑
誌』
一
九
八
六
年
第
一
期)

、
関

治
中

｢

関
中
要
塞
考
序

関
中
要
塞
研
究
之
一｣

(『

渭
南
師
専
学
報』

社

会
科
学
版
一
九
九
八
年
第
三
期)

、
劉
樹
友

｢

秦
嶺
諸
関
考

関
中
要
塞
研

究
之
四｣

(『

渭
南
師
専
学
報』

社
会
科
学
版
一
九
九
九
年
第
四
期)

参
照
。

(�)
梁
福
義

｢

古
散
関
遺
址
弁
正｣

(『

人
文
雑
誌』

一
九
八
四
年
第
一
期)

、
李

仲
操

｢

歴
代
散
関
遺
址
小
考｣

(『

人
文
雑
誌』

一
九
八
五
年
第
六
期)
、
葛
祥

隣

｢

宝
鶏
人
対
大
散
関
的
認
識
和
開
発｣

(『

宝
鶏
社
会
科
学』

一
九
九
九
年

第
四
期)

参
照
。

(�)

李
仲
操

｢

歴
代
散
関
遺
址
小
考｣

参
照
。

(�)
『

楽
府
詩
集』

巻
三
六

｢

秋
胡
行｣

参
照
。

(�)

国
家
民
政
部
・
復
旦
大
学
歴
史
地
理
研
究
中
心
編

『

中
国
古
今
地
名
大
詞

典』
(

上
海
辞
書
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年)

四
二
三
頁
参
照
。

(�)
『

中
国
文
物
地
図
集

陝
西
分
冊』

下
冊
三
三
四
頁
参
照
。

(�)

張
鴻

(

責
任
編
輯)

『

陝
西
省
公
路
里
程

地
図
冊』

(

西
安
地
図
出
版
社
、

二
〇
一
三
年)

に
よ
る
と
、
眉
県
か
ら
太
白
県
嘴
頭
鎮
、
漢
中
市
漢
台
区
を

抜
け
て
四
川
省
へ
つ
な
が
る
高
速
道
路
が
建
設
中
と
さ
れ
る
。

(�)

李
之
勤

｢

褒
河
上
游
幾
個
与
諸
葛
亮
有
関
的
地
名
及
其
在
古
代
交
通
上
的

意
義｣

(『

文
博』

一
九
九
四
年
第
二
期)

参
照
。

(�)

郭
栄
章

｢

諸
葛
亮
興
兵
攻
魏
所
走
的
褒
斜
桟
道｣

(『

陝
西
理
工
学
院
学
報』

社
会
科
学
版
一
九
八
四
年
第
二
期)

参
照
。

(�)

陳
顕
遠

｢

褒
斜
桟
道
中
幾
個
重
要
地
名
考
訂｣

(『

成
都
大
学
学
報』

社
科

版
一
九
八
九
年
第
一
期)

参
照
。

(�)
『

三
国
志』

巻
三
六
蜀
書
趙
雲
伝
裴
松
之
注
引

『

雲
別
伝』

に

｢

其
物
請
悉

入
赤
岸
府
庫｣

、『

水
経
注』

巻
二
七�
水
に

｢

時
趙
子
龍
與�
伯
苗
、
一
戍

赤
崖
屯
田
、
一
戍
赤
崖
口
、
但
得
緑
崖
與
伯
苗
相
聞
而
已｣

、『

水
経
注』�

水
所
引

『

与
兄
瑾
書』

に｢

前
趙
子
龍
退
軍
、
燒
壞
赤
崖
以
北
閣
道｣

と
あ
る
。

(�)
『

晉
書』

巻
一
宣
帝
紀
に

｢

追
到
赤
岸
、
乃
知
亮
死
審
問
。
時
百
姓
爲
之
諺

曰

｢

死�
葛
走
生
仲
達｣｣

と
あ
る
。

(�)
厳
耕
望

『

唐
代
交
通
図
考
巻
三

秦
嶺
仇
池
区』

七
四
一
〜
七
四
四
頁
参

照
。

(�)
陝
西
省
留�
県
地
方
志
編
纂
委
員
会

『

留�

県
志』

(

陝
西
人
民
出
版
社
、

二
〇
〇
二
年)

七
二
七
〜
七
二
八
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
現
地
の

｢

寒
溪
夜

漲｣

説
話
参
照
。
現
地
観
光
用
案
内
板
も
同
様
に
記
さ
れ
て
い
た
。

(�)
陝
西
省
考
古
研
究
所

｢

褒
斜
道
石
門
付
近
桟
道
遺
迹
及
題
刻
的
調
査｣

(『

文
物』

一
九
六
四
年
第
一
一
期)

参
照
。

(�)
方
孝
文
編
著

『

褒
谷
石
門』

(

漢
中
市
石
門
水
庫
管
理
局
、
二
〇
〇
三
年)

六
〜
三
八
頁
参
照
。

(�)
漢
中
市
地
方
志
編
纂
委
員
会

『

漢
中
市
志』

(

中
共
中
央
党
校
出
版
社
、
一

九
九
四
年)

七
三
五
〜
七
三
六
頁
参
照
。

(�)
『

太
平
寰
宇
記』

巻
一
三
三
山
南
西
道
一
興
元
府
南
鄭
県
条
に

｢

拜
將
壇
。

漢
高
祖
初
爲
漢
王
、
欲
東
下
、
拜
韓
信
爲
將
、
因
築
此
壇
受
命｣

と
あ
る
。

(�)
『

元
和
郡
県
図
志』

巻
二
二
山
南
道
三
興
元
府
城
固
県
条
参
照
。
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(�)���������������������������������������������������������
����������������

た
だ
し
、
も
ち
ろ
ん
中
国
古
代
の
環
境
が
現
代
中
国
と

同
じ
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
こ
の
点
は
原
宗
子

『｢

農
本｣

主
義
と

｢

黄
土｣

の
発
生』

(

研
文
出
版
、
二
〇
〇
五
年)

等
参
照
。

(�)
陳
顕
遠

｢

陝
西
城
固
県
的
東
漢
李
固
墓｣

(『

文
物』

一
九
七
四
年
一
二
期)

参
照
。

(�)
『

水
経
注』�
水
に

｢

漢
太
尉
李
固
墓
、
碑
銘
尚
存
、
文
字
剥
落
、
不
可
復

識｣

と
あ
る
。

(�)
『

後
漢
書』

李
固
列
伝
李
賢
注
引
謝
承

『

後
漢
書』

等
参
照
。

(�)
『

後
漢
書』

李
固
列
伝
参
照
。

(�)
明
・
祁
光
宗

『

関
中
陵
墓
志』

清
鈔
本

｢

漢
李
固
墓｣

条
に

｢

今
墓
去
城

固
縣
西
三
十
里
、
唐
韋�
作
碑
。
今
亡｣

と
あ
る
。

(�)
陳
顕
遠

｢

西
北
聯
大
発
掘
張
騫
墓
始
末｣

(『

文
博』

一
九
九
八
年
第
四
期)

、

姚
遠

｢

西
北
大
学
対
漢
博
望
侯
張
騫
墓
的
発
掘
与
増
修｣

(『

西
北
大
学
学
報』

哲
学
社
会
科
学
版
二
〇
〇
六
年
第
六
期)

、
卜
琳
・
白
海
峰
・
田
旭
東
・
梁
文

�
｢

張
騫
墓
考
古
記
述｣

(『

考
古
与
文
物』

二
〇
一
三
年
第
二
期)

参
照
。

墓
前
出
土
の
石
獣
に
つ
い
て
は
林
通
雁

｢

西
漢
張
騫
墓
大
型
石
翼
獣
探
考｣

(『

漢
中
師
院
学
報』

哲
学
社
会
科
版
一
九
八
六
年
第
二
期)
参
照
。

(�)
『

三
国
志』

巻
三
三
蜀
書
後
主
伝
に

｢[

建
興
七
年]

冬
、[
諸
葛]

亮
徙
府

營
於
南
山
下
原
上
、
築
漢
・
樂
二
城｣

、『

水
経
注』�
水
引

『

華
陽
国
志』

に

｢

蜀
以
成
固
爲
樂
城
縣
也｣

と
あ
る
。

(�)

唐
・
杜
佑

『

通
典』

巻
一
七
五
州
郡
五

｢

西
縣｣

注
に

｢

後
魏
置�
塚
縣
、

隋
爲
西
縣
。
故
西
樂
城
在
縣
西
南
。�
葛
亮
所
立
、
甚
險
固｣

、
南
宋
・
王
応

麟

『

通
鑑
地
理
通
釈』

巻
一
一
三
国
形
勢
攷
に

｢『

通
鑑』

｢

築
漢
城
於�
陽
、

樂
城
於
成
固｣

。
二
縣
屬
漢
中
郡
、�
陽
今
興
元
府
西
縣
。
成
固
今
城
固
縣
。

『

通
典』

故
西
樂
城
在
西
縣
西
南
、
武
侯
所
立
甚
險
固｣

、
北
宋
・
欧
陽�
『

輿
地
広
記』

巻
三
二
利
州
路
に

｢

城
固
縣
…
…
蜀
改
爲
樂
城｣

と
あ
る
。

(�)

王
臣
主
編

『

諸
葛
年
譜』

(

甘
粛
文
化
出
版
社
、
一
九
九
五
年)

二
五
・
二

六
頁
等
参
照
。

(�)

郭
栄
章

｢

諸
葛
亮
興
兵
攻
魏
所
走
的
褒
斜
桟
道｣

(『

陝
西
理
工
学
院
学
報』

社
会
科
学
版
一
九
八
四
年
第
二
期)

、
郭
栄
章

｢

諸
葛
亮
出
斜
谷
的
行
軍
之
道｣

(『

成
都
大
学
学
報』

社
会
科
学
版
一
九
九
二
年
第
二
期)

参
照
。

(�)

李
之
勤

｢

諸
葛
亮
北
出
五
丈
原
取
道
城
固
小
河
口
説
質
疑｣

(『

西
北
大
学

学
報』

哲
学
社
会
科
学
版
一
九
八
五
年
三
期)

、
晏
波

｢

諸
葛
亮�
六
出
祁
山�

諸
問
題
新
探｣

(『

成
都
大
学
学
報』

社
科
版
二
〇
〇
九
年
第
一
期)

参
照
。

(�)

も
っ
と
も
、
耒
陽
市
の
蔡
倫
墓
に
つ
い
て
は
衣
冠
墓
と
す
る
説
も
あ
る
。

蔡
桂
生
・
劉
徳
和

｢

蔡
倫
的
墓
葬
究
竟
在�

里｣
(『

中
国
造
紙』

一
九
八
三

年
第
六
期)

参
照
。

(�)
『

後
漢
書』

宦
者
列
伝
蔡
倫
条
に

｢

元
初
元
年

(

一
一
四
年)

、�
太
后
以

倫
久
宿
衞
、
封
爲
龍
亭
侯｣

、
李
賢
注
に

｢

龍
亭
、
縣
、
故
城
在
今
洋
州
興�

縣
東
、
明
月
池
在
其
側
。
邑
三
百
戸｣

と
あ
る
。

(�)
ち
な
み
に
、
清
・
劉
於
義

『

陝
西
通
志』

巻
七
二
陵
墓
に
は

｢

漢
龍
亭
侯

蔡
倫
墓
。
在
縣
東
二
十
五
里
、
在
龍
亭
舖
南
圍
一
畝
、
許
龜�
埋
沒
墓
址
一

畝
二
分
。
有
祭
田
載
碑
記
年
遠
、
碑
毀
土
人
侵�

、
知
縣
鄒
溶
整
復
之｣

と

あ
る
。

(�)
『

三
国
志』

蜀
書
諸
葛
亮
伝
に

｢

亮
遺
命
葬
漢
中
定
軍
山
、
因
山
爲
墳
、
冢

足
容
棺
、
歛
以
時
服
、
不
須
器
物
。
…
…
景
耀
六
年
春
、
詔
爲
亮
立
廟
於�

陽｣

、『

水
経
注』�
水
に

｢�
葛
亮
之
死
也
、
遺
令
葬
于
其
山
、
因
即
地
勢
、

不
起
墳
壟
、
惟
深
松
茂
柏
、�
蔚
川
阜
、
莫
知
墓
塋
所
在｣

と
あ
る
。

(�)
左
湯
泉
編
著

『

漢
中
文
物
古
迹
攬
勝』

(

東
方
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年)

二

七
頁
参
照
。

(�)
左
湯
泉
編
著

『

漢
中
文
物
古
迹
攬
勝』

六
九
頁
参
照
。

(�)
明
・
楊
時
偉
編

『

諸
葛
忠
武
書』

巻
九
遺
事
に

｢

八
陣
圖
在
定
軍
山
下
、

�
葛
亮
所
作
。
又
督
軍
壇
亦
在
山
下
、
亮
嘗
督
軍
於
此
。�
人
言
毎
陰
雨
時

聞
有��
聲｣

と
あ
る
。

(�)
『

諸
葛
忠
武
書』

巻
九
遺
事
に

｢

武
侯
兵
書
匣
在
定
軍
山
上
壁
。
立
萬
仞
非
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人
迹
可
登
凡
兩
經
其
地
。
初
視
匣
、
其
色
淡
紅
、
後
則
鮮
明
。
若
更
新
者
、

殆
不
可
曉｣

と
あ
る
。

(�)
郭
清
華
・
侯
素
柏

『

諸
葛
亮
与
中
国
武
侯
祠』

(

陜
西
旅
游
出
版
社
、
二
〇

〇
二
年)

一
一
五
頁
参
照
。

(�)
陶�
之

｢

石
馬
遺
址
与
魏
延
冤
案｣

(『

四
川
文
物』

一
九
八
九
年
第
四
期)

参
照
。

(�)
『

乾�
南
鄭
県
志』

巻
一
〇
古
蹟
に

｢

蜀
漢
南
鄭
侯
魏
延
墓
。
相
傳
在
北
門

外
四
里
石
馬
堰
、
有
石
馬
立
田
間
…
…｣

と
あ
る
。

(�)
蘇
漢
平
・
欧
徳
録
編
著

『

諸
葛
亮
与
漢
中』

(

陜
南
武
侯
祠
、
一
九
九
六
年)

七
九
頁
参
照
。

(�)
陶�
之

｢

石
馬
遺
址
与
魏
延
冤
案｣

、
郭
鵬
主
編

『

両
漢
三
国
時
期
的
漢
中』

(

三
秦
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年)
八
一
頁
参
照
。

(�)
左
湯
泉
編
著

『

漢
中
文
物
古
迹
攬
勝』
一
九
五
〜
一
九
七
頁
参
照
。

(�)
『

大
清
一
統
志』

巻
一
八
六
漢
中
府
二
陵
墓
に
｢

張
嶷
墓
在
褒
城
縣
東
栢�

街
、
世
呼
褒
徳
侯
將
軍
墓｣

と
あ
る
。

(�)
蘇
漢
平
・
欧
徳
録
編
著

『

諸
葛
亮
与
漢
中』

七
九
頁
参
照
。

(�)
張
東

｢

古
蜀
道
上
的
三
国
史
迹

馬
超
及
其
墓
祠｣

(
漢
中
市
博
物
館
等

編

『

桟
道
歴
史
研
究
与
３
Ｓ
技
術
応
用』

陝
西
人
民
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇

八
年)

参
照
。

(�)
『

古
今
図
書
集
成』

巻
五
二
九
漢
中
府
部
に

｢

馬
超
墓
。
在
縣
東
三
里
。
漢

建
安

(｢

興｣

の
誤
り)

五
年
、�
葛
亮
行
軍�
陽
、
親
詣
墳
所
設
祭
、
令
其

弟
馬
岱
掛
孝
衣
帛
。
今
名
馬
塲｣

と
あ
る
。
こ
の
伝
承
は

『

三
国
演
義』
に

基
づ
く
か
。

(�)
『

関
中
陵
墓
志』

清
鈔
本

｢

漢
馬
超
墓｣

に

｢�
縣
東
三
里
有
超
墓
。
按
、

漢
建
安
五
年
、�
葛
武
侯
軍
至�
陽
、
親
詣
墳
所
、
設
祭
。
今
名
馬
塲｣

と

あ
る
。

(�)
『

古
今
図
書
集
成』

巻
一
一
三
五
安
陸
府

｢

馬
超
墓｣

条
に

｢

相
傳
其
墓
有

三
。
一
在
東
門
外
聚
奎
井
之
旁
。
崇
禎
初
、
里
人
掘
井
得
髑
髏
如
斗
大
、
疑

即
超
首
也
。
或
云
在
泰
山
廟
旁
。
又
云
在
教
場
關
外｣

、『

乾
隆
四
川
通
志』

巻
二
九
上
陵
墓
に

｢

馬
超
墓
。
在
新
都
縣
南
三
里｣

、『

雍
正
陜
西
通
志』

巻

七
一
陵
墓
二

｢

馬
將
軍
超
墓｣

条
按
語
に

｢『

四
川
通
志』

新
都
縣
南
三
里
亦

有
馬
孟
起
墓
、
未
知
孰
是｣

、
畢�『

漢
中
勝
蹟
図
志』

巻
二
二
古
蹟
郊
邑
に

｢

謹
按

『

四
川
通
志』

新
都
縣
南
亦
有
馬
孟
起
墓
、
未
知
孰
是｣

と
あ
る
。

(�)

郭
清
華
・
侯
素
柏

『

諸
葛
亮
与
中
国
武
侯
祠』

一
〇
一
〜
一
〇
七
頁
参
照
。

(�)

郭
清
華
・
侯
素
柏

『

勉
県
風
光
名
勝
博
覧』

(

陝
西
省
勉
県
博
物
館
、
二
〇

〇
二
年)

九
頁
参
照
。

(�)

左
湯
泉
編
著

『

漢
中
文
物
古
迹
攬
勝』

六
九
頁
参
照
。

(�)
陳
顕
遠

｢

勉
県
武
侯
祠�
唐
碑�
初
考｣

(『

漢
中
師
院
学
報』

哲
学
社
会

科
学
版
一
九
八
四
年
一
期)

、
郭
清
華
・
侯
素
柏

『

諸
葛
亮
与
中
国
武
侯
祠』

六
〇
頁
参
照
。

(�)
『

三
国
志』

魏
書
武
帝
紀
に

｢

秋
七
月
、
公
至
陽
平
。
張
魯
使
弟
衞
與
將
楊

昂
等
據
陽
平
關
、�
山
築
城
十
餘
里
、
攻
之
不
能
拔
、
乃
引
軍
還｣

、
同
魏
書

夏
侯
淵
伝
に

｢[

建
安]

二
十
三
年
、
劉
備
軍
陽
平
關
、
淵
率
諸
將
拒
之
、
相

守
連
年｣

と
あ
る
。

(�)
左
湯
泉
編
著

『

漢
中
文
物
古
迹
攬
勝』

一
二
六
・
一
二
七
頁
参
照
。

(�)
孫
啓
祥

｢

漢
末
曹
劉
漢
中
争
奪
戦
地
名
考｣

(『

襄
樊
学
院
学
報』

二
〇
一

二
年
第
一
期)

、
張
東

｢

古
陽
平
関
考
述｣

(『

成
都
大
学
学
報』

社
科
版
二
〇

一
二
年
第
一
期)

参
照
。

(�)
白
眉
初

｢

諸
葛
亮
出
帥
六
次
路
線
略
考｣

(『

地
理
雑
誌』

第
一
八
巻
第
四

号
、
一
九
三
〇
年)

参
照
。

(�)
『

水
経
注』�
水
に

｢�
水
又
南
逕
張
魯
治
東
、
水
西
山
上
有
張
天
師
堂
、

於
今
民
事
之
。�
仲
雍
謂
山
爲
白
馬
塞
、
堂
爲
張
魯
治
。
東
對
白
馬
城
、
一

名
陽
平
關｣

、『

通
典』

巻
一
七
五
州
郡
五

｢

西
縣｣

注
に

｢

關
城
俗
名
張
魯

城
、
在
縣
西
四
十
里
。
隋
置
關
在
縣
西
南
、
今
名
百
牢
關｣

と
あ
る
。

(�)
勉
県
志
編
纂
委
員
会

『

勉
県
志』

(

地
震
出
版
社
、
一
九
八
九
年)

五
二
七

頁
参
照
。
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(�)
『

三
国
志』

蜀
書
諸
葛
亮
伝
建
興
七
年
春
条
に

｢

亮
遣
陳
式
攻
武
都
・
陰
平
、

遂
克
定
二
郡
。
冬
亮
徙
府
營�
南
山
下
原
上
築
漢
・
樂
二
城
、
是
歳
、
孫
權

稱
帝
、
與
蜀
約
盟
共
交
分
天
下｣

、『

華
陽
国
志』

巻
二
漢
中
志
に

｢

蜀
時�

陽
爲
漢
城｣

、
王
応
麟

『

玉
海』

巻
一
七
三
蜀
漢
漢
楽
城
条
に

｢[

建
興]

七

年
冬
築
漢
樂
二
城｣

と
あ
る
。

(�)
『

雍
正
陜
西
通
志』

巻
一
四
城
池
に

｢�
縣
城
池
。
蜀
漢
建
興
七
年
、
丞
相

�
葛
亮
築
漢
・
樂
二
城
。
漢
城
即�
城
也
。
倚
山
據
平
地
垣�
以
土｣

、『

関

中
勝
蹟
図
志』
巻
一
九
地
理
引

『

県
城
通
志』

に

｢

蜀
漢
建
興
七
年
、
諸
葛

亮
築
漢
・
樂
二
城
。
漢
城
即�
城
也
。
倚
山
垣�
以
土｣

と
あ
る
。

(�)
郭
清
華
・
侯
素
柏

『
諸
葛
亮
与
中
国
武
侯
祠』

一
一
四
頁
参
照
。

(�)
漢
中
市
地
方
志
弁
公
室

『
漢
中
地
区
志』

第
三
冊

(

三
秦
出
版
社
、
二
〇

〇
五
年)

一
六
三
二
頁
参
照
。

(�)
『

三
国
志』

蜀
書
諸
葛
亮
伝
に

｢

亮
拔
西
縣
千
餘
家
、
還
于
漢
中｣

と
あ
る
。

(�)
白
眉
初

｢

諸
葛
亮
出
帥
六
次
路
線
略
考｣
参
照
。

(�)
黄
英

｢

祁
山
・
西
城
・
街
亭
弁｣

(『

教
学
研
究』

一
九
八
二
年
第
一
期)

、

譚
其
驤
主
編

『

中
国
歴
史
地
図
集』

第
三
冊

(

地
図
出
版
社
、
一
九
八
二
年)

一
五
・
一
六
頁
も
西
県
を
西
和
県
よ
り
北
に
比
定
し
て
い
る
。

(�)
羅
新

｢

仇
池
行｣

(『

文
史
知
識』

二
〇
〇
二
年
第
一
一
期)
、
王
蓬

｢

尋
訪

仇
池
古
国｣

(『

糸
綢
之
路』

二
〇
〇
五
年
第
四
期)

参
照
。

(�)
『

乾
隆
西
和
県
志』

巻
一
山
川
攷
に

｢

鳳
凰
山

城
西
上
有
十
二
連
城
、
宋

紹
興
時
呉�
所
築
。
今
遺
址
猶
存｣

、
同
巻
一
城
池
攷
に

｢

宋
州
城
在��
山

下
、
今
縣
城
西
北
。
高
宗
南
渡
後
、
紹
興
元
年
以
呉�
爲
鎭
西
軍
節
度
使
、

又
於
南
山
高
峻
處
築
十
二
連
城
、
聯
綴
相
屬
。
即
今
之
所
謂
上
城｣

と
あ
る
。

(�)

国
家
文
物
局
主
編

『

中
国
文
物
地
図
集

甘
粛
分
冊』

下
冊

(

測
絵
出
版

社
、
二
〇
一
一
年)

七
一
七
頁
参
照
。

(�)

趙
逵
夫

｢

王
公
儀
生
平
、
家
世
与
交
游
考
述｣

(『

天
水
師
範
学
院
学
報』

二
〇
一
一
年
第
六
期)

参
照
。

(�)
『

太
平
御
覧』

巻
四
四
地
部
九
祁
山
条
が
引
く

『

周
地
図
地
記』

(

撰
者
未

詳)

に
は

｢

其
城
即
漢
時
守
將
所
築｣

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
祁
山
堡

は
漢
代
に
初
め
て
築
か
れ
た
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
賈
利
民
氏
は

『

水
経
注』

漾
水
の
記
述
を
根
拠
と
し
て
、
祁
山
堡
は
後
漢
の
献
帝
元
年
に
初
め
て
建
設

さ
れ
、
当
初
は

｢

建
安
城｣

と
呼
ば
れ
て
い
た
と
解
し
て
い
る
。｢

諸
葛
亮
与

祁
山
歴
史
遺
迹
考
述｣

(『

天
水
師
範
学
院
学
報』

二
〇
〇
四
年
第
四
期)

参

照
。
し
か
し
、『

水
経
注』

漾
水
に
は
そ
の
よ
う
な
記
述
が
見
え
ず
、｢

楊
定

自
隴
右
徙
治
歴
城
、
即
此
處
也
。
去
仇
池
一
百
二
十
里
。
後
改
爲
建
安
城｣

と
あ
り
、
仇
池
国
の
楊
定
が
国
都
を
隴
右
か
ら�
城
へ
遷
し
、
後
に
建
安
城

と
改
め
た
と
さ
れ
て
お
り
、
建
安
城
は
祁
山
堡
と
は
関
係
が
な
く
、
年
代
も

異
な
っ
て
い
る
。

(�)
賈
利
民

｢

諸
葛
亮
与
祁
山
歴
史
遺
迹
考
述｣

参
照
。

(�)
賈
利
民

｢

諸
葛
亮
与
祁
山
歴
史
遺
迹
考
述｣

参
照
。

(�)
賈
利
民

｢

諸
葛
亮
与
祁
山
歴
史
遺
迹
考
述｣

参
照
。

(�)
賈
利
民

｢

諸
葛
亮
与
祁
山
歴
史
遺
迹
考
述｣

参
照
。

(�)
賈
利
民

｢

諸
葛
亮
与
祁
山
歴
史
遺
迹
考
述｣

参
照
。

(�)
た
だ
し
、『

中
国
文
物
地
図
集

甘
粛
分
冊』

下
冊
七
二
七
頁
で
は
何
台
堡

址
を
清
代
の
城
址
と
し
て
い
る
。
後
述
す
る
通
り
、
こ
の
城
址
は
残
存
状
況

が
極
め
て
良
好
な
の
で
、
清
代
の
改
修
を
経
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

(�)
『

中
国
文
物
地
図
集

甘
粛
分
冊』

下
冊
七
二
七
頁
で
は
城
壁
の
長
さ
を
南

北
一
五
七
メ
ー
ト
ル
、
東
西
九
一
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。

(�)
『

中
国
文
物
地
図
集

甘
粛
分
冊』

下
冊
七
二
七
頁
で
は
城
壁
の
残
高
を
一

一
・
四
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。

(

100)
『

中
国
文
物
地
図
集

甘
粛
分
冊』

下
冊
七
二
七
頁
で
は
底
部
の
厚
さ
五
メ
ー

ト
ル
、
頂
部
の
厚
さ
二
・
八
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。

(
101)

『

中
国
文
物
地
図
集

甘
粛
分
冊』

下
冊
七
二
七
頁
参
照
。

(

102)
賈
利
民

｢

諸
葛
亮
与
祁
山
歴
史
遺
迹
考
述｣

参
照
。

(

103)�����������
の
衛
星
写
真
上
で
の
測
量
に
よ
る
。
賈
利
民
氏
は
祁
山
堡
の

北
東
約
二
キ
ロ
に
位
置
す
る
と
い
う
が

(｢

諸
葛
亮
与
祁
山
歴
史
遺
迹
考
述｣)

、
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そ
れ
ほ
ど
の
距
離
は
な
い
。

(

104)

賈
利
民

｢

諸
葛
亮
与
祁
山
歴
史
遺
迹
考
述｣

参
照
。

(
105)

賈
利
民

｢

諸
葛
亮
与
祁
山
歴
史
遺
迹
考
述｣

参
照
。

(

106)
今
本

『

漢
書』

巻
二
八
下
地
理
志
下
隴
西
郡
西
県
条
に
は
こ
の
よ
う
な
記

述
が
な
い
。
王
念
孫
、
楊
守
敬
は
こ
の
記
述
を
根
拠
と
し
て
、
今
本
で
は

｢

有
鹽
官｣
が
脱
け
て
お
り
、
こ
れ
を
補
う
べ
き
と
す
る

(『

読
書
雑
志』

巻

五
漢
書
第
七
、『
水
経
注
疏』)

。

ち
な
み
に
、
近
年
漢
長
安
城
付
近
で
発
見
さ
れ
た
秦
封
泥
の
中
に

｢

西
鹽｣

と
記
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
、
徐
衛
民
氏
は
こ
れ
を
西
県
塩
官
の
印
の
封
泥
と

解
し
て
い
る
。｢

天
水
附
近
秦
都
城
考
論｣

(『

天
水
師
専
学
報』

綜
合
版
一
九

九
九
年
第
四
期)

参
照
。
こ
の
解
釈
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
西
県
に
は
既
に

秦
の
と
き
か
ら
塩
官
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

(

107)

以
下
、
塩
官
鎮
及
び
塩
井
祠
に
つ
い
て
は
、
張
秀
玲

｢

塩
井
与
周
秦
発
祥｣

(『

档
案』

一
九
九
七
年
第
五
期)

、
陳
芳
芳

｢
没
落
的
民
間
記
憶

甘
粛
省

礼
県
塩
官
鎮
塩
神
廟
及
其
廟
会
考
察
研
究｣
(『
民
俗
研
究』

二
〇
〇
九
年
第

四
期)

、
陳
建
栄
主
編

『

礼
県
史
話』

(

甘
粛
文
化
出
版
社
、
二
〇
一
一
年)

六
九
〜
七
五
頁
、
趙�
偉

｢

甘
粛
塩
官
塩
神
信
仰｣

(『
尋
根』

二
〇
一
二
年

第
六
期)

、
魯
建
平

｢

尊
崇
与
羈
絆�
西
陲

｢

塩
婆
婆｣

神
崇
拝
的
二
元
対
立｣

(『

甘
粛
高
師
学
報』

二
〇
一
三
年
第
四
期)

な
ど
を
参
照
し
た
。
な
お
、
現

地
に
伝
わ
る
製
塩
技
術
を
分
析
し
た
も
の
に
、
凌
雪
ほ
か

｢

甘
粛
礼
県
塩
官

鎮
井
塩
製
塩
工
芸
的
科
技
初
探｣

(『

塩
業
史
研
究』

二
〇
一
二
年
第
二
期)

が
あ
る
。

(

108)

林
家
英
・
王
徳
全

｢

評
迹
弁
踪
学
杜
詩

杜
甫
由
秦
州
赴
同
穀
紀
行
詩

実
地
考
察
散
記｣

(『

蘭
州
大
学
学
報』

社
会
科
学
版
一
九
八
五
年
第
二
期)

、

蔡
副
全

｢

従
葉
昌
熾

『

縁
督
廬
日
記』

看
杜
甫
隴
右
行
踪｣

(『

杜
甫
研
究
学

刊』

二
〇
一
一
年
第
四
期)

な
ど
参
照
。

(

109)

塩
官
鎮
の
塩
井
及
び
塩
婆
婆
を
め
ぐ
っ
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
伝
説
が
あ
る
。

詳
し
く
は
陳
芳
芳

｢

没
落
的
民
間
記
憶｣

、
陳
建
栄
主
編

『

礼
県
史
話』

七
五

〜
七
八
頁
、
趙�

偉

｢

甘
粛
塩
官
塩
神
信
仰｣

、
魯
建
平

｢

西
垂
塩
井
源
起
新

考｣
(『

塩
業
史
研
究』

二
〇
一
三
年
第
一
期)

、｢

尊
崇
与
羈
絆｣

な
ど
参
照
。

(

110)

歴
代
の
地
方
志
な
ど
、
伝
世
文
献
に
は
塩
井
祠
・
塩
婆
婆
に
つ
い
て
の
記

述
が
見
え
な
い
。
境
内
に
は
明
の
嘉
靖
年
間
の

｢

重
修
塩
井
碑
記｣

が
あ
る

が
、
も
っ
ぱ
ら
塩
井
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
塩
井
祠
・
塩
婆
婆
に

つ
い
て
は
一
切
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
陳
芳
芳
氏
に
よ
る
と
、
境
内
に
は
他

に
も
民
国
期
の

｢

建
修
塩
神
廟
碑
記｣

が
あ
り
、｢�
之
廟
址
…
…
不
知
其
幾

十
百
年
矣
、
依
稀
然
不
可
復
識
。
其
建
也
何
代
何
人
不
得
而
知
之｣

と
刻
ま

れ
て
い
る
。｢

没
落
的
民
間
記
憶｣

参
照
。
そ
れ
ゆ
え
、
遅
く
と
も
民
国
期
ま

で
に
は
塩
井
祠
・
塩
婆
婆
が
祀
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
、
清

末
民
初
の
金
石
学
者
葉
昌
熾
は
光
緒
二
九
年

(

一
九
〇
三
年)

三
月
一
四
日
、

四
月
一
六
日
、
同
三
一
年

(

一
九
〇
五
年)

三
月
一
日
に
塩
官
鎮
を
訪
れ
、

『

縁
督
廬
日
記』

の
三
月
一
四
日

(

巻
一
一)

と
四
月
一
六
日

(

巻
一
一)

の

記
事
で
は
塩
井
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
り
、
中
で
も
三
月
一
四
日
で
は

｢

南

門
外｣

の
塩
井
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
塩
井
祠
も
か
つ
て
の
塩
官
鎮
南

門
の
外
に
位
置
す
る
の
で
、
こ
こ
で
い
う
南
門
外
の
塩
井
と
は
塩
井
祠
内
の

塩
井
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
塩
井
祠
に
つ
い
て
は

全
く
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

(

111)

境
内
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
陳
芳
芳
氏
が
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
。｢

没
落

的
民
間
記
憶｣

参
照
。

(

112)

塩
婆
婆
と
い
う
女
神
が
信
仰
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
女
神
信
仰
を

特
徴
と
す
る

｢

早
期
秦
文
化｣

と
の
関
連
を
指
摘
す
る
見
解
も
あ
る
。
趙�

偉

｢

甘
粛
塩
官
塩
神
信
仰｣

、
魯
建
平

｢

尊
崇
与
羈
絆｣

な
ど
参
照
。
し
か
し
、

そ
も
そ
も
塩
婆
婆
信
仰
が
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
は
定
か
で
な
く
、
仮
に

数
百
年
の
歴
史
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
早
期
秦
文
化
の
影
響
と
い
え

る
の
か
は
疑
問
で
あ
る
。

(

113)

劉
雁
翔

『

伏
羲
廟
志』

(

蘭
州
大
学
出
版
社
、
一
九
九
五
年)

六
〇
頁
参
照
。

(

114)

伏
羲
廟
の
沿
革
に
つ
い
て
は
、
劉
雁
翔

『

伏
羲
廟
志』

五
一
〜
六
三
頁
、
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一
二
〇
〜
一
二
六
頁
参
照
。

(

115)

以
下
、
李
広
墓
に
つ
い
て
は
馬
天
彩

『

天
水
史
話』

(

甘
粛
人
民
出
版
社
、

一
九
九
二
年)

三
七
・
三
八
頁
を
参
照
し
た
。

(

116)
徐
日
輝

『

秦
州
史
地』

(

陝
西
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
九
四
年)

五
六
頁

(
該
当
部
分
の
初
出
は

｢

街
亭
考｣

(『

蘭
州
大
学
学
報』

社
会
科
学
版
一
九
八

三
年
第
三
期)

。
以
下
同
じ)

な
ど
参
照
。

(

117)

王
文
傑
氏
に
よ
る
と
、
隴
城
鎮
の
西
番
寺
に
あ
る
碑
に
は

｢

當
在
戰
國
時
、

阿
育
王
割
據
斯
地
。
秦
始
皇
誅
阿
育
後
、
鑿
險
洞
於
積
麥
崖
、
崖
在
鎭
之
西

南
、
建
立
廟
宇
曰
無
憂
寺｣

と
記
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
。｢

漢
街
城
考｣
(『

甘

粛
社
会
科
学』

二
〇
〇
三
年
第
五
期)

参
照
。｢

阿
育
王｣

と
い
う
と
、
一
般

に
イ
ン
ド
・
マ
ウ
リ
ヤ
朝
の
ア
シ
ョ
ー
カ
王
を
指
す
が
、
こ
の
碑
文
に
よ
れ

ば
戦
国
時
代
に
こ
の
地
に
割
拠
し
た
諸
侯
の
一
人
の
ご
と
く
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
、
史
実
と
は
考
え
が
た
い
。

(

118)
『

続
漢
書』

郡
国
志
五
漢
陽
郡
条
に

｢
略
陽
有
街
泉
亭｣

、
劉
昭
注
に

｢

街

泉
故
縣
、
省｣

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
街
泉
県
は
後
漢
に
廃
止
さ
れ
て

亭
と
な
り
、
略
陽
県
へ
編
入
さ
れ
た
ご
と
く
で
あ
る
。

(

119)

先
行
研
究
に
つ
い
て
は
孫
啓
祥

｢

街
亭
位
于
隴
関
道
西
口
献
疑

兼
論

街
亭
在
天
水
市
東
南
的
合
理
性｣
(『

襄
樊
学
院
学
報』

二
〇
一
一
年
第
一
期)

な
ど
参
照
。
も
っ
と
も
、
孫
氏
自
身
は
街
亭
が
隴
城
鎮
に
あ
っ
た
と
す
る
説

を
批
判
し
、
天
水
市
麦
積
鎮
街
亭
村
の
街
亭
故
址
こ
そ
が

『

三
国
志』
の
記

述
と
比
較
的
一
致
す
る
と
主
張
し
て
い
る
。

(

120)

徐
日
輝

『

秦
州
史
地』

五
六
頁
参
照
。

(

121)
『

中
国
文
物
地
図
集

甘
粛
分
冊』

下
冊
一
五
一
・
一
五
二
頁
参
照
。

(

122)
『

中
国
文
物
地
図
集

甘
粛
分
冊』

は
、
城
壁
は
長
方
形
を
呈
し
て
い
る
と

す
る
が
、
王
文
傑
氏
は
八
角
形
を
呈
し
て
い
る
と
す
る
。｢

漢
街
城
考｣

参
照
。

(

123)

王
文
傑
氏
に
よ
る
と
、
他
に
も
八
つ
の
砲
台
が
設
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

｢

漢
街
城
考｣

参
照
。

(

124)

徐
日
輝

｢

街
亭
考｣

、
王
文
傑

｢

漢
街
城
考｣

参
照
。
た
だ
し
王
氏
は
、
築

城
年
代
は
戦
国
時
代
に
遡
る
と
解
し
て
い
る
。

(

125)

徐
日
輝

『

秦
州
史
地』

五
一
頁
参
照
。

(

126)

霍
彦
儒

｢

保
護
陳
倉
古
城
遺
址
和
宝
鶏
古
城
牆
駐
留
城
市
歴
史
記
憶｣

(『

宝
鶏
社
会
科
学』

二
〇
一
二
年
第
二
期)

参
照
。

(

127)

唐
蘭

｢

石
鼓
年
代
考｣

(『

故
宮
博
物
院
院
刊』

一
九
五
八
年
第
一
期)

に

よ
る
と
、『

順
治
宝
鶏
県
志』

巻
三
に

｢

石
鼓
寺
、
治
東
三
十
五
里
石
鼻
寨
故

城
内
、
即
故
天
興
縣
地｣

と
あ
る
ら
し
い
。『

順
治
宝
鶏
県
志』

は
北
京
図
書

館
に
一
部
現
存
す
る
の
み
で
あ
り
、
未
見
で
あ
る
。

(

128)

宝
鶏
県
志
編
纂
委
員
会

『

宝
鶏
県
志』

(

陝
西
人
民
出
版
社
、
一
九
九
六
年)

七
九
四
頁
参
照
。

(

129)

五
丈
原
は
以
前
、
五
丈
原
鎮
に
属
し
て
い
た
が
、
同
鎮
は
二
〇
一
一
年
に

廃
止
さ
れ
、
蔡
家
坡
鎮
へ
統
合
さ
れ
た
。

(

130)

袁
全
福
主
編

『

五
丈
原
攬
勝』

(

陝
西
旅
游
出
版
社
、
二
〇
一
一
年)

一
四
・

一
五
頁
参
照
。

(

131)
『

五
丈
原
攬
勝』

二
三
頁
参
照
。

(

132)
『

五
丈
原
攬
勝』

五
頁
参
照
。

(

133)
『

五
丈
原
攬
勝』

三
七
頁
参
照
。

(

134)
『

続
漢
書』

郡
国
志
一
右
扶
風
武
功
県
条
に

｢

有
斜
谷｣

、
劉
昭
注
引
西
征

賦
注
に

｢

襃
斜
谷
、
在
長
安
西
南
。
南
口
襃
、
北
口
斜
、
長
百
七
十
里
。
其

水
南
流｣

と
あ
る
。

(

135)

陝
西
省
考
古
研
究
院

｢

二
〇
一
一
年
陝
西
省
考
古
研
究
院
考
古
発
掘
新
収

獲｣
(『

考
古
与
文
物』

二
〇
一
二
年
第
二
期)

、｢

二
〇
一
二
年
陝
西
省
考
古

研
究
院
考
古
発
掘
新
収
獲｣

(『

考
古
与
文
物』

二
〇
一
三
年
第
二
期)

参
照
。

(

水
間
大
輔
：
厦
門
大
学
歴
史
学
系
副
教
授)

(

柿
沼
陽
平
：
帝
京
大
学
文
学
部
専
任
講
師)

(

猪
原
達
生
：
大
阪
大
学
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員)

(

峰
雪
幸
人
：
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
在
籍)
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[

付
記]

本
稿
は
、
柿
沼
陽
平
の
公
益
財
団
り
そ
な
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
財
団
調

査
研
究
助
成

(

研
究
課
題

｢

中
国
南
北
朝
時
代
の
貨
幣
経
済
と
周
辺
諸
地
域｣)

お
よ
び
、
猪
原
達
生
の
平
成
二
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
特
別
研
究
員
奨
励

費
(

研
究
課
題

｢

唐
代
に
お
け
る
宦
官
の
制
度
と
そ
の
実
態
に
関
す
る
総
合
的

研
究｣)
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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[地図]




